
Title メダンのロマン・ピチサン :
一九三〇年代末インドネシア文化地図と大衆小説をめぐる政治

Sub Title The Rise of "Roman Pitjisan" in Medan : An Indonesian Cultural Map
and Politics of Popular Novelsin the late 1930s

Author 山本, 信人(Yamamoto, Nobuto)
Publisher 慶應義塾大学法学研究会

Publication
year

1995

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.68, No.11 (1995. 11) ,p.147- 179 

JaLC DOI
Abstract
Notes 松本三郎教授退職記念号
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19951128-0147

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


メ
ダ
ン
の
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン

　
　
　
　
一
九
三
〇
年
代
末
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
文
化
地
図
と
大
衆
小
説
を
め
ぐ
る
政
治

山

本

信

人

は
じ
め
に

一
　
都
市
メ
ダ
ン

ニ
　
メ
ダ
ン
の
定
期
刊
行
物

三
　
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
拡
散

四
　
文
化
地
図
の
変
動

お
わ
り
に

メダンのロマン・ピチサン

は
じ
め
に

　
一
九
三
〇
年
代
末
、
ス
マ
ト
ラ
島
の
メ
ダ
ン
、
パ
ダ
ン
、
フ
ォ
ル
ト
・
デ
・
コ
ッ
ク
を
中
心
と
し
て
、
「
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
」
（
8
B
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

旦
甘
き
）
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
大
衆
小
説
が
流
行
し
た
。
そ
れ
は
た
ん
な
る
流
行
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
時
の
メ
ダ
ン
に
は
「
小
説
が
あ

ふ
れ
て
お
り
」
（
富
＆
旨
8
3
吹
」
、
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
運
動
と
で
も
い
え
る
現
象
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
ピ
チ
サ
ン
と
は
一
〇
セ
ン
ト
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硬
貨
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
と
は
「
三
文
小
説
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
発
祥
地
メ
ダ
ン
の
名
を
と
っ
て
「
ロ
マ
ン
・

メ
ダ
ン
」
と
も
称
さ
れ
た
。
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
は
い
ず
れ
も
大
衆
文
芸
誌
に
掲
載
、
あ
る
い
は
そ
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
環
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。
す
べ
て
一
九
三
〇
年
代
に
商
業
出
版
の
世
界
に
進
出
し
た
「
原
住
民
」
の
民
間
出
版
社
に
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
る
［
押
川
一
。
。。
①
」
8
］
。

　
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
特
徴
は
、
当
時
の
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
「
中
央
」
と
の
比
較
で
よ
り
鮮
明
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
空
間
的
な

「
中
央
」
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ワ
で
は
な
く
ス
マ
ト
ラ
、
と
く
に
メ
ダ
ン
を
機
軸
に
発
達
し
た
点
、
出
版
は
「
中
央
」
で
あ
る
植
民
地
政
庁
の

バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
（
ゆ
巴
巴
℃
o
。
の
鼠
ぎ
）
で
は
な
く
民
間
の
出
版
社
の
手
に
よ
る
点
、
そ
し
て
「
中
央
」
が
創
り
あ
げ
た
「
正
統
的
な
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

文
学
史
で
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
大
衆
小
説
で
あ
る
点
で
あ
る
。
な
ぜ
メ
ダ
ン
が
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
起
点
と
な
っ
た
の
か
、
な
ぜ
一
九

三
〇
年
代
末
に
流
行
し
た
の
か
、
誰
が
生
産
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
範
囲
で
消
費
さ
れ
て
い
た
の
か
。
ロ
マ
ン
・

ピ
チ
サ
ン
の
隆
盛
は
い
か
な
る
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
文
化
地
図
の
も
と
で
お
こ
っ
た
の
か
。
こ
う
し
た
疑
問
を
解
く
た
め
に
、
本
稿
の
目

的
は
、
一
九
三
〇
年
代
末
の
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
隆
盛
を
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
端
と
し
て
捉
え
、
そ
の
政
治
的

イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。

　
各
種
出
版
物
、
と
り
わ
け
定
期
刊
行
物
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
意
識
の
生
成
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
運
動
の
展
開
に
お
い
て
主
要
な
要

素
を
し
め
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
新
聞
は
ニ
ュ
ー
ス
性
の
高
い
記
事
を
主
体
と
し
て
構
成
さ
れ
、
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

代
の
変
化
を
反
映
す
る
鏡
で
あ
っ
た
。
監
視
す
る
東
イ
ン
ド
政
庁
か
ら
す
れ
ば
、
新
聞
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
お
け
ば
原
住
民
社
会
で
何
が
起

っ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
政
治
性
」
の
高
い
出
版
物
と
み
な
さ
れ
、
セ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
の
対
象
に

な
り
や
す
い
。
一
方
、
従
来
の
研
究
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
定
期
刊
行
物
で
あ
る
雑
誌
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
た
し
た
役
割
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
。
雑
誌
は
か
な
ら
ず
し
も
ニ
ュ
ー
ス
が
主
体
で
は
な
く
、
む
し
ろ
評
論
か
ら
教
育
、
文
芸
、
宗
教
な

ど
に
関
し
て
の
意
見
を
表
明
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
セ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
と
の
関
連
で
は
、
報
道
の
色
彩
に
乏
し
い
雑
誌
が
発
行
停
止
対

象
と
な
る
こ
と
は
希
有
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
東
イ
ン
ド
政
庁
の
求
め
た
公
共
の
「
秩
序
と
安
寧
」
が
新
聞
以
外
の
定
期
刊
行
物
に
よ
っ
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て
乱
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
下
の
定
期
刊
行
物
を
取
り
扱
う
場
合
、
今
日
的
な
意
味
で
新
聞
と
雑
誌
の
区
別
を
つ
け
る
こ
と
に

疑
問
を
呈
し
な
い
訳
に
は
ゆ
か
な
い
。
原
住
民
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
同
時
に
作
家
で
も
あ
り
、
新
聞
、
雑
誌
双
方
に
深
く
関
与
し
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
．
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
主
導
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
（
マ
レ
ー
語
）
で
の
、
8
零
讐
ζ
訂
ス
新
聞
）
、
ヨ
帥
9
毘
善

（
雑
誌
）
の
定
義
は
曖
昧
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
期
に
お
い
て
は
日
刊
紙
だ
け
が
8
雲
讐
匿
訂
吋
で
は
な
く
、
週
刊
。
・
○
霞
讐
ζ
げ
胃
は
多
数

存
在
し
た
し
、
逆
に
週
二
回
発
行
の
ヨ
餌
9
巴
一
讐
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
日
刊
紙
で
あ
っ
て
も
、
発
刊
後
数
日
な
い

し
数
週
間
た
っ
て
も
、
眼
や
耳
で
「
読
ま
れ
る
」
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
で
あ
っ
た
。
読
者
層
に
し
て
も
、
新
聞
と
雑
誌
の
読
者
を
分
別
す

る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
し
、
区
別
を
つ
け
る
意
味
は
あ
ま
り
な
い
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
監
視
・
取
締
対
象
と
し
て
新
聞
は
主
た
る
タ

ー
ゲ
ッ
ト
で
は
あ
っ
た
が
、
定
期
刊
行
物
と
し
て
の
雑
誌
を
無
視
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
般
に
新
聞
統
制
令
（
評
お
再
。
こ
寧

o
＆
一
目
餌
暮
邑
と
呼
ば
れ
て
い
る
一
九
三
一
年
の
総
督
令
第
三
九
四
号
の
正
式
名
称
は
、
「
望
ま
し
か
ら
ぬ
定
期
刊
行
物
事
業
か
ら
公
共
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

秩
序
と
安
寧
を
守
る
総
督
令
」
で
あ
っ
た
。
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
が
一
九
壬
二
年
に
発
行
を
開
始
し
た
週
刊
誌
『
パ
ン
ジ
・
プ
ス
タ
カ
』

（
㌔
§
督
、
竃
象
Ω
ぎ
）
は
、
「
危
険
な
」
マ
レ
ー
語
新
聞
を
市
場
か
ら
し
め
だ
す
こ
と
を
主
要
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
み

る
と
、
東
イ
ン
ド
政
庁
の
使
用
す
る
新
聞
（
冨
凄
）
と
い
う
語
に
は
定
期
刊
行
物
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
雑
誌
も
含
め
て
考
え
る
べ
き
こ

と
が
明
確
に
な
る
。

　
植
民
地
末
期
の
出
版
物
を
め
ぐ
り
興
味
深
い
点
は
、
定
期
刊
行
物
の
隆
盛
で
あ
り
、
な
か
で
も
い
わ
ゆ
る
雑
誌
が
新
聞
の
発
行
数
を
は

る
か
に
上
回
っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
え
て
新
聞
と
雑
誌
を
区
別
し
て
統
計
を
と
る
と
、
一
九
二
五
年
以
降
、
東
イ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
お
い
て
発
行
さ
れ
た
雑
誌
の
数
は
八
四
五
な
の
に
対
し
、
新
聞
は
五
六
七
紙
で
あ
っ
た
。
出
版
物
と
政
治
と
の
関
係
は
、
東
イ
ン
ド
政

庁
が
警
戒
し
監
視
す
る
主
た
る
対
象
と
し
て
い
た
新
聞
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
者
と
の
あ
い
だ
に
だ
け
形
成
さ
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な

い
。
雑
誌
の
形
態
を
と
っ
た
定
期
刊
行
物
が
非
政
治
的
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
大
量
か
つ
多
種
多
様
な
雑
誌
を
は
じ
め
と
す
る
定
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期
刊
行
物
を
と
お
し
て
作
者
、
発
行
者
、
読
者
の
関
係
性
が
築
き
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
当
局
の
関
心
外
に
あ
っ
た
新
聞
以
外
の
定
期
刊
行

物
の
制
度
的
基
盤
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
植
民
地
権
力
者
の
想
定
す
る
政
治
と
は
別
の
形
態
の
「
政
治
」
を
み
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

　
定
期
刊
行
物
の
一
環
と
し
て
発
行
さ
れ
た
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
政
治
的
意
味
合
い
を
探
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
メ
ダ
ン
の
社

会
経
済
的
背
景
を
概
説
す
る
。
つ
ぎ
に
、
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
の
政
治
的
展
開
と
メ
ダ
ン
の
定
期
刊
行
物
の
特
徴
を
描
写
し
、
ロ
マ
ン
・
ピ

チ
サ
ン
と
は
い
か
な
る
形
態
を
と
り
、
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
た
の
か
を
記
す
。
最
後
に
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
隆
盛
と
東
イ
ン
ド
の

文
化
地
図
の
変
動
、
そ
し
て
そ
こ
に
み
ら
れ
る
「
政
治
」
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
詳
細
な
内
容
紹
介
と
そ
の
分
析
は
試
み
な
い
。
そ
の
替
わ
り
に
、
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
を
め
ぐ
り
展
開
さ
れ
て
い
た
「
政
治
」
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
本
稿
の
主
眼
は
あ
る
。

150

一
　
都
市
メ
ダ
ン

　
メ
ダ
ン
が
近
代
都
市
と
し
て
の
様
相
を
整
え
る
の
は
一
九
一
〇
年
代
か
ら
で
あ
っ
た
。
メ
ダ
ン
は
当
初
か
ら
綿
密
な
都
市
計
画
に
し
た

が
っ
て
発
展
し
た
が
ゆ
え
に
、
東
イ
ン
ド
の
他
の
い
か
な
る
都
市
よ
り
も
繊
細
で
あ
る
、
と
描
写
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
日
9
旨
δ
B
①
象
①

一
〇
曽
一
＄
一
］
。

　
メ
ダ
ン
の
開
発
は
一
八
七
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
メ
ダ
ン
の
位
置
す
る
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
は
一
八
七
〇
年
代
以
降
、
デ
リ
周

辺
を
中
心
と
し
て
、
錫
、
ゴ
ム
、
石
油
な
ど
の
天
然
資
源
と
タ
バ
コ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
に
よ
り
、
急
速
に
発
展
し
た
か
ら
で

あ
る
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
の
発
展
は
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
の
社
会
経
済
的
成
長
の
み
な
ら
ず
お
お
き
な
社
会
変
動
を
も
も
た
ら
し
た
。

と
く
に
人
口
増
加
と
人
口
構
成
に
は
急
激
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
に
お
け
る
人
口
は
、
一
八
八
O
年
に
は
一
二
万
人
に
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満
た
な
か
っ
た
が
、
｝
九
〇
五
年
に
は
五
〇
万
人
を
突
破
し
、
一
九
三
〇
年
に
は
】
七
〇
万
人
近
く
に
ま
で
増
加
し
た
。
じ
つ
に
一
九
二

〇
年
か
ら
三
〇
年
の
一
〇
年
間
で
、
メ
ダ
ン
の
人
口
は
六
九
％
も
増
加
し
て
い
る
［
＜
讐
鍔
鑛
雪
訂
茜
お
§
＝
。
］
。

　
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
の
人
口
構
成
の
特
徴
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
と
そ
れ
を
維
持
す
る
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
整
備
の
た
め
に
、
ま
た
華
人
と
ジ
ャ
ワ
人
は
も
っ
ぱ
ら
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
（
苦
力
）
と
し
て
当
地
に
到
来
し
た
点

に
あ
る
。
一
九
三
〇
年
の
統
計
に
し
た
が
っ
て
人
口
構
成
を
み
て
み
る
と
、
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
に
は
一
万
一
千
人
ほ
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が

い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
三
分
の
一
以
上
を
し
め
る
四
二
一
八
人
が
メ
ダ
ン
に
居
住
し
て
い
た
。
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
に
お
け
る
華
人
人
口
は

一
九
万
二
八
二
二
人
で
、
う
ち
二
万
七
千
人
が
工
場
労
働
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
都
市
別
の
総
人
口
に
し
め
る
華
人
人
口
比
は
、
メ
ダ
ン

が
三
六
％
、
プ
マ
タ
ン
・
シ
ア
ン
タ
ー
ル
が
三
二
％
、
タ
ン
ジ
ュ
ン
・
バ
ラ
イ
が
四
六
％
、
ト
ゥ
ビ
ン
・
テ
ィ
ン
ギ
が
七
五
％
と
な
っ
て

　
（
9
）

い
る
。

　
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
が
成
功
す
る
に
つ
れ
、
東
イ
ン
ド
政
庁
の
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
に
対
す
る
関
心
も
必
然
的
に
高
ま
っ
た
。
メ
ダ

ン
は
タ
バ
コ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
レ
ン
バ
ン
と
ジ
ャ
ン
ビ
は
石
油
な
ら
び
に
ゴ
ム
生
産
、
プ
カ
ン
バ
ル
は
流
通
ル
ー
ト
の
中
枢
と

し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
た
。
一
九
〇
九
年
に
は
メ
ダ
ン
に
東
ス
マ
ト
ラ
州
都
が
設
置
さ
れ
た
［
浮
昌
9
8
器
島
巴
露
一
ふ
。
一
ふ
露
］
。
一
九
三

〇
年
代
に
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
ー
。
ハ
レ
ン
バ
ン
ー
プ
カ
ン
バ
ル
ー
メ
ダ
ン
を
結
ぶ
オ
ラ
ン
ダ
王
立
航
空
定
期
便
が
就
航
し
た
。
ス
マ
ト
ラ
で

の
中
心
は
、
一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
パ
ダ
ン
、
ブ
ン
ク
ル
、
タ
パ
ヌ
リ
と
い
っ
た
西
海
岸
か
ら
、
三
〇
年
代
に
は
東
海
岸
へ
と
移
行
し
た

の
で
あ
る
。
金
融
、
商
業
、
輸
出
業
、
港
湾
設
備
の
充
実
だ
け
で
は
な
く
、
一
九
三
五
年
に
は
、
全
ス
マ
ト
ラ
の
行
政
の
中
心
と
し
て
、

そ
れ
ま
で
の
パ
ダ
ン
の
替
わ
り
に
メ
ダ
ン
が
選
ば
れ
た
［
O
o
δ
ヨ
9
甘
お
鐸
。
。
㊤
6
一
］
。
こ
う
し
て
三
〇
年
代
の
メ
ダ
ン
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
、

ス
ラ
バ
ヤ
、
ス
マ
ラ
ン
と
な
ら
ん
で
東
イ
ン
ド
の
四
大
都
市
の
ひ
と
つ
と
数
え
ら
れ
る
ま
で
に
な
り
、
ス
ラ
バ
ヤ
と
と
も
に
東
イ
ン
ド
の

商
業
の
中
心
と
な
っ
た
。

　
東
ス
マ
ト
ラ
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
社
会
経
済
の
基
盤
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
急
速
な
経
済
発
展
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
意
味
で
は
利
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点
で
あ
っ
た
が
、
他
方
世
界
の
市
場
動
向
、
土
地
使
用
状
況
、
域
外
か
ら
の
大
量
の
人
の
流
れ
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
弱
点
も
持
ち
合
わ

せ
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
代
の
熱
帯
産
品
の
輸
出
ブ
ー
ム
、
と
り
わ
け
世
界
市
場
に
お
け
る
ゴ
ム
の
需
要
増
大
が
メ
ダ
ン
の
発
展
に
お
お

き
く
寄
与
し
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
世
界
大
恐
慌
の
影
響
も
あ
り
三
〇
年
代
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
を
と
り
ま
く
環
境
に
変
化

が
訪
れ
た
。
輸
出
ブ
ー
ム
は
去
り
、
熱
帯
産
品
の
価
格
を
引
き
下
げ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
方
法
は
労
働
コ
ス
ト

の
引
き
下
げ
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
経
営
者
と
プ
ラ
ン
テ
：
シ
ョ
ン
労
働
者
と
の
関
係
が
不
安
定
化
し
た
。
ま
た
、
三
〇
年
代
に
な
る
と
、

以
前
の
よ
う
に
一
擾
千
金
を
狙
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
的
意
識
の
高
い
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
、
バ
タ
ッ
ク
人
た
ち
が
メ
ダ

ン
ヘ
と
移
動
を
は
じ
め
た
。
か
れ
ら
は
政
治
団
体
の
み
な
ら
ず
各
種
社
会
、
教
育
、
文
化
、
宗
教
団
体
を
設
立
し
て
、
活
発
な
活
動
を
開

始
し
た
。
こ
う
し
て
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
の
政
治
、
社
会
経
済
構
造
は
新
し
い
局
面
を
む
か
え
る
よ
う
に
な
っ
た
［
○
．
ζ
巴
一
①
二
雪
刈
」
9
－
一
お
］
。
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ニ
　
メ
ダ
ン
の
定
期
刊
行
物

　
一
九
世
紀
末
以
降
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
ス
マ
ト
ラ
で
の
出
版
業
の
発
祥
地
で
あ
り
中
心
は
、
ス
マ
ト
ラ
の
行
政
、
経
済
の
中
心
都

市
で
あ
る
西
海
岸
の
パ
ダ
ン
で
あ
っ
た
［
＞
鼠
ヨ
一
8
㎝
」
謡
山
㎝
。
。
］
。
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
は
出
版
お
よ
び
書
籍
販
売
の
四
割
を
支
配
し
て
い

た
、
と
い
わ
れ
る
罠
言
ヨ
讐
一
。
。
。
一
る
㎝
ト
ロ
」
。
］
。
パ
ダ
ン
、
フ
ォ
ル
ト
・
デ
・
コ
ッ
ク
を
中
心
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
、
プ
ワ
ル
タ

（
勺
睾
胃
鼠
）
、
テ
ィ
モ
ー
ル
（
目
ヨ
o
胃
）
、
ア
ガ
ム
（
＞
窓
ヨ
）
、
リ
ン
バ
ゴ
・
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
（
匡
ヨ
げ
品
o
ζ
ぎ
曽
讐
害
き
）
と
い
っ
た
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

間
の
出
版
業
者
が
、
定
期
刊
行
物
、
学
校
教
科
書
、
イ
ス
ラ
ー
ム
関
連
書
籍
を
発
行
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
メ
ダ
ン
は
一
九
世
紀

後
半
ま
で
英
領
海
峡
植
民
地
へ
依
存
度
が
高
か
っ
た
。
東
イ
ン
ド
の
行
政
の
中
心
で
あ
る
バ
タ
ヴ
ィ
ア
が
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
の
事
情
を
当

地
の
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
直
接
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
八
五
年
三
月
一
八
日
発
刊
の
オ
ラ
ン
ダ
語
紙
『
デ
リ
・
ク
ー
ラ
ン

ト
』
（
b
9
9
ミ
§
鉢
）
以
降
で
あ
っ
た
［
ヌ
留
こ
一
零
3
」
占
］
。



メダンのロマン・ピチサン

　
メ
ダ
ン
で
原
住
民
の
手
に
よ
る
マ
レ
ー
語
新
聞
が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
一
〇
年
の
『
プ
ワ
ル
タ
・
デ
リ
』
（
謹
ミ
ミ
言

b
箋
）
以
降
で
あ
る
。
［
表
1
］
に
は
メ
ダ
ン
発
行
新
聞
と
発
行
元
、
編
集
主
幹
を
ま
と
め
て
あ
る
。
一
九
一
〇
年
以
降
多
数
の
新
聞
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
が
、
政
治
性
の
希
薄
な
、
商
業
、
経
済
関
係
の
記
事
を
主
体
と
す
る
紙
面
構
成
が
主
流
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
一

〇
年
代
に
は
、
『
プ
ワ
ル
タ
・
デ
リ
』
と
華
人
系
『
ア
ン
ダ
ラ
ス
』
（
ン
＆
巳
8
）
の
二
紙
の
競
合
状
況
が
存
在
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
広
告
中
心

に
紙
面
が
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
た
が
い
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
政
治
に
は
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
［
＞
詩
目
一
8
㎝
」
8
山
置
。

　
メ
ダ
ン
に
政
治
的
主
張
を
掲
載
す
る
新
聞
が
登
場
し
た
の
は
、
イ
ワ
・
ク
ス
マ
・
ス
マ
ン
ト
リ
（
ぎ
ゆ
因
8
8
①
ヨ
m
の
8
ヨ
き
ざ
り
一
）
が
主

幹
し
た
『
マ
タ
ハ
リ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
』
（
ミ
9
§
ミ
丈
＆
・
壽
⑦
言
）
が
発
行
さ
れ
た
一
九
二
八
年
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸

に
お
け
る
民
族
主
義
的
政
治
の
開
始
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
の
メ
ダ
ン
で
は
、
ア
デ
ィ
・
ヌ
ゴ
ロ
（
＞
島
Z
品
0
8
）
率

い
る
『
プ
ワ
ル
タ
・
デ
リ
』
、
マ
ン
ガ
ラ
ジ
ャ
・
フ
タ
ン
（
ζ
彗
鴉
寅
9
巴
ぎ
9
睾
）
の
『
シ
ナ
ー
ル
・
デ
リ
』
（
の
言
ミ
b
箋
）
、
華
人
マ
レ

ー
語
紙
『
プ
リ
タ
・
ア
ン
ダ
ラ
ス
』
が
主
要
マ
レ
ー
語
紙
で
あ
っ
た
。
前
二
紙
は
い
ず
れ
も
政
党
機
関
紙
で
は
な
か
っ
た
が
、
民
族
主
義

的
で
あ
り
、
他
方
『
プ
リ
タ
・
ア
ン
ダ
ラ
ス
』
は
華
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
代
弁
し
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
新
聞
統
制
令
の
適
用
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

象
に
な
る
ほ
ど
当
局
に
よ
っ
て
政
治
的
に
危
険
視
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
局
に
よ
る
厳
し
い
言
論
統
制
と
エ
リ

ー
ト
中
心
の
世
俗
主
義
的
政
治
と
烙
印
さ
れ
た
一
九
三
〇
年
代
の
民
族
主
義
的
政
治
の
あ
り
方
を
反
映
し
て
い
る
冒
。
く
2
一
霧
㎝
乙
9
］
。

　
一
九
一
〇
、
二
〇
年
代
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ジ
ャ
ワ
、
西
ス
マ
ト
ラ
で
は
都
市
エ
リ
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、
農
民
、

労
働
者
を
も
含
ん
だ
、
動
員
型
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
運
動
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
二
六
、
二
七
年
に
西
ジ
ャ
ワ
、
西
ス
マ
ト
ラ
で
勃
発

し
た
共
産
党
反
乱
と
そ
の
沈
静
化
以
降
、
大
量
の
共
産
党
員
が
逮
捕
、
流
刑
に
処
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
民
族
主
義
的
運
動
は
人
民
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

連
携
を
断
た
れ
、
替
わ
っ
て
ス
カ
ル
ノ
（
ω
o
①
富
3
0
）
ら
の
都
市
エ
リ
ー
ト
が
民
族
主
義
運
動
を
主
導
す
る
よ
う
に
な
る
。
ジ
ャ
ワ
や
西

ス
マ
ト
ラ
と
は
異
な
り
、
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
に
お
け
る
民
族
主
義
的
政
治
は
一
九
三
〇
年
代
に
な
っ
て
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
ラ
デ
ィ

カ
リ
ズ
ム
の
芽
は
ス
マ
ン
ト
リ
に
よ
っ
て
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
に
移
植
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
ジ
ャ
ワ
と
較
べ
て
一
世
代
遅
く
民
族
主
義
運
動
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メダンのロマン。ピチサン

が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
で
の
運
動
の
特
徴
は
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
移
民
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
事
情
を
反
映
し
て
、
そ
の
政
治
の
主
体

が
東
ス
マ
ト
ラ
出
身
者
で
は
な
か
っ
た
点
に
あ
る
。
ジ
ャ
ウ
ハ
リ
・
サ
リ
ム
（
U
す
昌
胃
一
留
一
ぎ
）
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
、
・
、
ド
．
ル
ビ
ス

（
＞
げ
傷
巳
国
四
ヨ
箆
い
仁
げ
厨
）
、
ス
ー
タ
ン
・
ヌ
ー
ル
・
ア
ラ
ム
シ
ャ
（
ω
仁
鼠
口
Z
霞
》
鼠
ヨ
の
宣
『
）
、
モ
ハ
マ
ド
・
ジ
ョ
ニ
（
ζ
o
げ
餌
ヨ
暫
α
U
宣
巳
）

と
い
っ
た
主
要
な
民
族
主
義
者
も
、
そ
れ
ぞ
れ
西
ス
マ
ト
ラ
、
北
ス
マ
ト
ラ
な
ど
か
ら
メ
ダ
ン
ヘ
活
動
の
拠
点
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
。

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
依
存
し
た
経
済
ゆ
え
に
大
恐
慌
の
影
響
は
多
大
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
政
党
政
治
の
展
開
と
直
結
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
か
ら
派
生
し
て
強
力
な
警
察
監
視
能
力
が
存
在
し
、
原
住
民
の
民
族
構
成
も
多
様
で
あ
り
、
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
は
当
局
に
よ
っ
て
巧
妙
に
政
治
家
と
は
隔
離
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
三
七
年
に
グ
リ
ン
ド
の
東

ス
マ
ト
ラ
支
部
を
統
括
す
る
モ
ハ
マ
ド
・
ジ
ョ
ニ
が
カ
ロ
の
農
民
と
の
接
触
に
成
功
し
て
か
ら
は
、
局
面
が
一
転
す
る
。
人
民
と
対
話
し
、

人
民
を
動
員
し
た
民
族
主
義
的
な
、
急
進
的
な
政
治
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
［
○
．
ζ
毘
①
二
雪
刈
』
親
山
。。
凹
。

　
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
に
お
い
て
急
進
的
な
政
治
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
ろ
、
メ
ダ
ン
で
は
そ
れ
を
直
接
に
は
反
映
し
な
い
多
種
多
様
な
雑

誌
が
急
速
に
成
長
を
遂
げ
て
い
た
。
メ
ダ
ン
で
発
行
さ
れ
た
雑
誌
を
一
覧
表
に
ま
と
め
た
の
が
［
表
2
］
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
特
徴
は
、

第
一
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
色
の
つ
よ
い
雑
誌
数
の
増
加
で
あ
る
。
三
〇
年
代
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
一
九
誌
の
う
ち

七
つ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
誌
で
あ
る
。
な
か
で
も
ハ
ム
カ
（
瞑
蝉
ヨ
ぎ
矯
＝
帥
9
一
＞
区
○
巴
ζ
巴
詩
因
胃
冒
＞
ヨ
3
色
魯
）
が
編
集
責
任
を
担
っ

た
り
か
か
わ
っ
た
雑
誌
は
、
『
ス
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
』
、
『
パ
ン
ジ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
』
、
『
プ
ド
マ
ン
・
マ
シ
ャ
ラ
カ
ッ
ト
』
、
『
プ
ド
マ
ン
・

イ
ス
ラ
ー
ム
』
の
四
誌
に
の
ぼ
る
。

　
ハ
ム
カ
は
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
出
身
で
、
当
時
メ
ダ
ン
を
拠
点
と
す
る
東
ス
マ
ト
ラ
に
お
け
る
改
革
派
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体
ム
ハ
マ
デ
ィ
ア

（
ζ
o
①
冨
ヨ
ヨ
a
ご
ぎ
）
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
。
ム
ハ
マ
デ
ィ
ア
は
、
一
九
一
二
年
に
ジ
ャ
ワ
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
設
立
さ
れ
た
。

そ
の
活
動
の
主
眼
は
、
政
治
運
動
に
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
改
革
運
動
と
学
校
、
病
院
の
設
立
な
ど
の
社
会
運
動
に
あ
っ
た
。
二
〇
年
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［表2］　メダンの雑誌

　　　　　　出版社（編集長、出版頻度）

Commisie　Djawa
　　　（Mangoen　Atmodjo，Boedi　Mandjono）

　ロぜ　

Medansche（Mohd．Samin＆Abdullah　Loebis）
　　　（2xsebulan）

Setla　Persaoedaraan（H．M，Noer　Ismai1）
　　　（bulanan）

Kohler（Mohd．Idham，M．R．Soertl）
　　　（3xsebulan）

De　Soematra（」．Koning）

　　　（bhs　Belanda，mingguan）

s．n．（Zahari，Djaparlagoetan，Djauhari　Salim）

　　　（bulanan）

Kongsl　In（lonesia（D．L　Loebls）（mingguan）

Zahari　（Zahari）

Batak（mingguan）
s．n．（Boedi　Oetomo）（bulanan）

　　　（continued　as“Kem＆oean”）

s．n．（Re（1aksi　komisi）（bulanan）

Sjarikat　Tapanoeli

　　　（Adi　Negoro）

Sjarikat　Tapanoeli

　　　（Adi　Negoro，Nip　Zarim，A（iaham

　　　　　Hasiboean）（mingguan）

Badan　Penerbit　Dewan－lslam
　　　（M．ArsJad　Th．Loebls）（bulanan）

Komite　Kesadaran　Islam（Hamka）
　　　（3xseminggu）

　　　　　　雑誌名（閉刊年）

Sama　Rata＝Recht　Boven　Macht
　　　（一1920）

Deh　Proestation　te　Medan

Pelita－Hoekoem

A1－lchwah

Boemipoetera

The　Deli　Weekly　Review

Oetoesan　Goeroe

PertJa－Timoer
Deliana

Sinondang　Baroe
Se（iar

Kemaoean
Abad　keXX（一1932）

Abad　XX（一1942）

Dewan　Islam

Soeloeh　Islam（一1941）

1919

1920

1920

1922

1924

1925

1925

1927

1927

1928

1930

1930

1931

1932

1933

1934

代
後
半
に
な
る
と
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ア
は
西
ス
マ

ト
ラ
で
急
速
に
そ
の
勢
力
を
拡
大
し
た
。
そ
の

非
政
治
性
ゆ
え
に
、
二
七
年
の
共
産
党
反
乱
後
、

元
共
産
党
員
や
急
進
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
ら

が
大
挙
し
て
ム
ハ
マ
デ
ィ
ア
に
活
動
拠
点
を
求

め
た
か
ら
で
あ
る
。
急
進
的
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体

プ
ル
ミ
（
勺
震
巨
）
の
拠
点
が
あ
っ
た
ミ
ナ
ン

カ
バ
ウ
地
域
、
パ
レ
ン
バ
ン
、
ブ
ン
ク
ル
で
は
、

そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ム
ハ

マ
デ
ィ
ア
は
ス
マ
ト
ラ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

運
動
の
中
心
と
な
っ
た
。
三
〇
年
代
に
ス
マ
ト

ラ
全
体
で
イ
ス
ラ
ー
ム
雑
誌
が
多
数
発
行
さ
れ

た
の
も
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ア
運
動
の
拡
大
の
結
果

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
の
特
徴
は
、
三
〇
年
代
末
に
お
け
る
大

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

衆
文
芸
誌
の
流
行
で
あ
る
。
こ
れ
は
メ
ダ
ン
に

限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
パ
ダ
ン
、
フ
ォ
ル
ト
・

デ
・
コ
ッ
ク
と
い
う
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
地
域
で
も

同
様
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
大
衆
文
芸
誌
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　　　　　　出版社（編集長、出版頻度）

Poestaka　Islam（Hamka，Zainal　Abldm
　　　Ahmad）
　　　（3xsebulan）

Mij　Soematra（Hamka）（mingguan）
S。n．

Keoetam＆an　Ister1

　　　（Ny．Mohd．Joesoef，M．Haznam，Leepe1）
　　　（bulanan）

Islamljah

Ba（ian　Oesaha（Saleh　Dja’far）

Poestaka　Islam
　　　（A．M．Pamoentjak，A．Damhoerl）

Publlcitelts　Bureau

Badan　As　Sjoera（Hamka）
Ivoomo（Mohd．Noeh，Perkoempoelan　Goeroe．
　　　goeroe）

Kabler
Penoentoen

Persekoetoean　Seroean　Klta
　　　（Mohd．Sald＆Am　Idrus）（mmgguan）

TJer（las

Taman　Siswa
N．V．Kohler＆Co．
　　　（Libero，Moelhtar　Nasoetlon）

　　　（mmgguan）

Alhambra
Alhambra
Poestaka　Islam（M．S．Oemar）（bulanan）

　　　　雑誌名（閉刊年）

pandji　Islam（一1941）

Pedoman　Masjarakat（一1941）
T⊃aha⊃a　Islam

Keoetamaan　Isten

Tafslr　Alquranoelkarim

Smar
Doenia　Pengalaman（一1941）

Pen】edar
Pe（ioman　Islam（一1941）

Doenia　Kakak－kakak（一1940）

Soematra　Timoer
Penoentoen
Seroean　Klta　（一1940）

Loeklsan　Poedjangga（一1942）

Taman　Siswa
Loeklsan　Doema（一1940）

Sen　Moestika　Alhambra

Moestlka　Alhambra
Poemama

1934

1935

1936

1937

1937

1938

1938

1938

1939

1939

1939

1939

1939

1939

1939

1939

1940

1940

1940

［出所：（Santoso1984；Sald1976a；1976b）より、筆者作成］

の
中
心
で
あ
っ
た
の
が
、
次
節
で
議
論
す
る
ロ

マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
で
あ
る
。

　
両
者
と
も
に
商
業
出
版
と
し
て
成
功
を
お
さ

め
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
れ
を
支
え
る
読
者

層
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
の
よ

う
な
雑
誌
の
流
行
が
そ
の
非
政
治
的
内
容
に
起

因
す
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
を

語
り
な
が
ら
政
治
性
を
ふ
く
む
こ
と
は
容
易
で

あ
る
し
、
探
偵
小
説
を
主
流
と
し
た
ロ
マ
ン
・

ピ
チ
サ
ン
に
も
独
自
の
「
政
治
」
が
描
写
さ
れ

て
い
た
［
押
川
一
Φ
。
。
①
］
。
次
節
以
下
で
は
、
一
九

三
〇
年
代
末
の
現
実
政
治
の
閉
塞
状
況
の
な
か

で
、
こ
う
し
た
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
の
政

治
的
意
味
を
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
を
と
お
し
て

解
き
明
か
し
て
み
た
い
。
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三
　
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
拡
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
大
半
は
、
大
衆
文
芸
誌
に
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
末
に
は
、
『
経
験
の
世
界
』

（
b
8
蕊
Ω
、
§
碧
言
ミ
§
」
8
・
。
ふ
一
）
、
『
詩
人
の
ス
ケ
ッ
チ
』
（
卜
8
ミ
⑦
§
㌧
8
畠
§
寵
9
口
3
㌣
含
）
、
『
極
楽
鳥
』
（
昌
§
辱
Ω
ミ
霧
8
一
漣
？

合
）
、
『
運
動
の
世
界
』
（
b
o
§
言
評
、
鷺
ミ
澄
§
」
漣
。
も
）
、
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ロ
マ
ン
』
（
助
o
ミ
§
罰
＆
慧
。
5
お
巽
ム
。
）
、
『
社
会
ロ

マ
ン
』
（
閃
o
ミ
§
評
砧
8
匙
§
」
8
㌣
占
）
な
ど
の
類
似
の
大
衆
文
芸
誌
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
は
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

か
ら
五
年
の
う
ち
に
約
四
百
冊
が
出
版
さ
れ
た
［
鈷
8
げ
お
。
。
図
」
出
。
共
通
点
は
、
第
一
に
、
月
に
一
、
二
回
発
行
さ
れ
、
七
〇
頁
か
ら
八

O
頁
の
小
説
を
ひ
と
つ
、
も
し
く
は
一
、
二
の
短
編
小
説
を
掲
載
し
て
い
る
。
第
二
に
、
内
容
的
に
は
探
偵
、
ス
パ
イ
、
政
治
・
歴
史
、

恋
愛
小
説
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
系
大
衆
文
芸
誌
は
一
〇
人
か
ら
二
五
人
の
、
非
常
に
生
産
力
の
高
い

作
家
を
抱
え
て
い
た
。
第
四
に
、
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一
九
三
七
年
か
ら
四
一
年
の
あ
い
だ
に
出
版
さ
れ
た
。
第
五
に
、
空
間
的
に

は
、
東
ス
マ
ト
ラ
の
メ
ダ
ン
、
西
ス
マ
ト
ラ
の
。
ハ
ダ
ン
、
フ
ォ
ル
ト
・
デ
・
コ
ッ
ク
、
中
部
ジ
ャ
ワ
の
ス
ラ
カ
ル
タ
、
北
セ
レ
ベ
ス
の
ゴ

ロ
ン
タ
ロ
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
。
第
六
に
、
出
版
社
は
三
〇
年
代
に
は
い
り
商
業
出
版
分
野
に
進
出
し
た
が
、
ス
マ
ト
ラ
に
月
刊
読
み

切
り
小
説
と
い
う
形
式
が
定
着
し
た
の
は
三
〇
年
代
末
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
こ
こ
で
は
、
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
代
表
例
と
し
て
メ
ダ
ン
で
一
九
三
八
年
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
経
験
の
世
界
』
を
紹
介
し
た
い
。
こ

の
雑
誌
に
は
「
大
衆
探
偵
小
説
誌
」
（
竃
＆
芭
一
魯
国
o
目
睾
－
∪
9
①
。
§
①
勺
8
8
一
霞
）
と
の
副
題
が
つ
い
て
い
る
。
編
集
長
は
パ
ム
ン
チ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ッ
ク
（
＞
’
霞
●
評
ヨ
o
雪
こ
接
）
、
の
ち
に
ダ
ム
フ
リ
（
＞
．
U
曽
ヨ
げ
o
豊
）
、
編
集
員
と
し
て
ユ
ス
フ
．
ソ
ユ
ブ
（
き
窃
8
3
2
．
侵
げ
）
、
ジ
ャ
レ

ン
ス
（
9
胃
①
冨
）
、
マ
ト
ゥ
・
モ
ナ
（
家
讐
仁
霞
o
畠
）
、
ム
フ
タ
ル
・
ナ
ス
テ
ィ
オ
ン
（
ζ
き
算
胃
Z
器
昌
9
）
が
い
た
。
挿
絵
は
ユ
ス
フ
．

フ
シ
ン
（
き
窃
o
亀
＝
8
の
言
）
が
担
当
し
、
出
版
社
は
メ
ダ
ン
の
プ
ス
タ
カ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
（
℃
o
①
雲
畏
巴
の
冨
ヨ
）
、
印
刷
は
シ
ャ
リ
カ
ッ
ト
・

タ
パ
ヌ
リ
（
ω
U
胃
篤
9
凝
冨
3
⑪
巳
が
請
負
っ
て
い
た
。
こ
の
他
に
も
、
マ
ン
ダ
ン
ク
（
9
●
霞
曽
且
曽
鼻
）
、
ハ
ム
カ
、
ス
マ
ン
（
ω
8
ヨ
讐
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＝
ω
）
、
ス
ラ
シ
（
ω
①
一
窃
旨
）
な
ど
の
著
名
作
家
が
寄
稿
し
て
い
る
。
［
表
3
］
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
『
経
験
の
世
界
』
の
場
合
、
雑
誌
編
集

委
員
の
作
品
が
目
立
ち
、
ユ
ス
フ
・
ソ
ユ
ブ
が
一
二
作
で
圧
倒
的
に
多
作
で
あ
り
、
つ
い
で
ダ
ム
フ
リ
が
七
作
、
ジ
ャ
レ
ン
ス
の
七
作
と

な
っ
て
い
る
。
ユ
ス
フ
・
ソ
ユ
ブ
は
ほ
ぼ
一
ヵ
月
に
一
冊
の
ぺ
！
ス
で
大
衆
小
説
を
量
産
し
て
い
た
計
算
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
作
家
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

そ
れ
ぞ
れ
他
の
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
系
大
衆
文
芸
誌
に
も
た
が
い
に
作
品
を
執
筆
し
あ
っ
て
い
る
。

　
『
経
験
の
世
界
』
の
出
版
頻
度
は
、
一
九
三
八
年
が
月
に
一
回
、
三
九
年
前
半
は
月
二
回
、
同
年
七
月
か
ら
四
一
年
末
に
か
け
て
は
月
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

回
で
あ
っ
た
。
出
版
部
数
は
各
号
三
千
部
で
、
通
常
数
ヵ
月
の
う
ち
に
完
売
し
て
い
た
。
購
読
料
は
月
二
五
セ
ン
ト
（
三
八
年
か
ら
一
二
九
年

六
月
ま
で
）
、
三
九
年
七
月
以
降
は
月
五
〇
セ
ン
ト
に
値
上
げ
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
比
較
の
た
め
に
当
時
の
日
刊
紙
購
読
料
を
あ
げ
て
お

く
と
、
平
均
し
て
七
五
セ
ン
ト
か
ら
一
ギ
ル
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
刊
紙
を
定
期
購
読
し
て
い
る
よ
う
な
都
市
部
中
流
階
層
の
読

者
に
は
そ
れ
ほ
ど
高
価
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
近
代
文
学
を
代
表
す
る
小
説
で
あ
る
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ム
イ
ス

（
＞
区
8
一
ζ
8
邑
『
西
洋
か
ぶ
れ
』
の
三
冊
本
［
＞
区
8
二
8
。
。
］
、
一
冊
あ
た
り
の
値
段
は
四
五
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ

カ
は
安
価
な
読
み
物
を
大
量
に
生
産
し
、
書
籍
市
場
を
寡
占
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
安
さ
、
手
ご
ろ
さ
が

わ
か
る
。

　
出
版
元
で
あ
る
プ
ス
タ
カ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
は
ム
ハ
マ
デ
ィ
ア
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
。
『
経
験
の
世
界
』
を
出
版
し
て
い
た
だ
け

で
は
な
く
、
一
九
三
四
年
か
ら
週
間
誌
『
パ
ン
ジ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
』
（
㌔
§
息
ζ
の
ご
ミ
）
（
編
集
長
ハ
ム
カ
、
の
ち
ザ
イ
ナ
ル
・
ア
ビ
デ
ィ
ン
．
ア

ハ
マ
ド
［
N
巴
轟
一
＞
亘
注
口
＞
げ
5
＆
］
）
、
四
〇
年
一
月
か
ら
は
月
刊
誌
『
満
月
』
（
㌔
o
ミ
ミ
ミ
Ω
）
（
編
集
長
ウ
マ
ル
冒
あ
●
○
①
ヨ
鷺
］
）
と
い
っ

た
ム
ハ
マ
デ
ィ
ア
機
関
誌
を
発
行
し
て
い
た
。
一
九
四
〇
、
四
一
年
の
『
パ
ン
ジ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
』
に
は
頻
繁
に
、
三
八
年
に
ム
ハ
マ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

イ
ア
に
入
会
し
た
、
ス
カ
ル
ノ
の
執
筆
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
関
係
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雑
誌
の
広
告
か
ら
判
断

し
て
、
そ
の
他
多
数
の
イ
ス
ラ
ー
ム
関
係
書
（
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
著
の
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
書
籍
［
醤
議
客
』
題
ミ
Ω
室
Ω
ミ
］
、
ハ
ム
カ
の
イ
ス

ラ
ー
ム
関
連
書
物
）
、
政
治
関
連
書
籍
（
ス
カ
ル
ノ
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
告
発
』
寮
＆
毫
。
。
言
ミ
§
器
§
頓
9
］
、
ス
ト
モ
の
伝
記
冨
言
ミ
ミ
詮
亮
－
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［表3］『経験の世界』（1－1［Oct．38］一”H5［May40］）

A．Damhoer1，’Azlmat　Toea　Dari　Abad17（Topeng　Hltam），1－1（Oct．38）

Joesoef　Sou’yb，Ratpen　Nlcotine　atau　Pembalasan　Den（lam　Chasoemat，1－1

Joesoef　Sou’yb，Elang　Emas　Ketawa，1－2（Nov。38）

A．Damhoeri，Depok，Anak　Pagai（Lamoenan　Ombak　di　Pantai　Poelau2Mentawai），1－2

Joesoef　Sou’yb，Pengepoengan　Kota　Bon（ljo1，1－3（Dec．38）

Jahjaniah，Boeaja　Deli　Diserkap　Matjan　Singapore，1－3

S．Djarens，Terlambat，1－3

A．Damhoen，Hantoe　Laoet　di　Selat　Mal＆ka，H－1（15－1－39）

S．Djarens，Dokter　Pentjoeri　Majat（Kegelisahan　Dr．Zin），n－2（30－1－39）

A．D＆mhoeri，Majapada，H－3（15－2－39）

Joesoef　Sou’yb，Kermgkasan　Riwajat　Hi（10epkoe，H－3

＠Aria　Diningrat，Rahsia　Kaloeng　Moetiara，H－4

＠Si　Oema，Pemboenoeh　Dr。Wolf　Gloucer，n－5

＠Sahiboel　HikaJat，Membalaskan　Dendam，1－6

＠A．Damhoeri，PahlawanPad＆ngPasir，H－7
＠Soeman　Hs，Teboesan　Darah，H－8

＠Musra　Sjahboeddin，Maga　Borala，H－8

＠S．Djarens，Sl（1joen（1ai，H－9

＠A．Damhoeri，Hoeloebalang　Teukoe　Oemar，H－10

Joesoef　Sou’yb，Memikat　Elang　Emas，H－11（14－6－39）

Inangda，Timboen＆n　Mai＆t　di　Abad　ke17，H－12（24－6－39）

Musra　Sjahboeddin　Raihulamar，Naga　Borala（Gadis　Dlsarang　Penjamoen），H－12

Joesoef　Sou’yb，Perdpeangan　dl　Bandar　Malaka，H－13（5－7－39）

Joesoef　Sou’yb，Pengorbanan　di　Medan　Perang（Oentoek　memperingati　Perang　Tiongkok

　　　　　－Djepang），H－14（15－7－39）

A．Damhoeri，Pertan（1a，H－15（5－8－39）

Joesoef　Sou’yb，Elang　Emas，H－16（15－8－39）

註
さ
8
§
b
ン
の
o
＆
o
ミ
o
儀
§
評
、
魯
．
8
－

§
恥
§
ξ
巳
）
な
ど
も
出
版
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
プ
ス
タ
カ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
は
独

自
の
図
書
室
「
生
き
る
！
」
（
霞
3
①
覧
）

も
経
営
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
月
会
費
六

五
セ
ン
ト
を
支
払
え
ば
、
月
に
二
八
冊
ま

で
借
り
ら
れ
る
、
と
い
う
特
典
が
つ
い
て

き
た
。

　
つ
ぎ
に
、
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
デ
ィ
ス
ト
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
『
経
験
の
世
界
』
の
エ
イ

ジ
ェ
ン
ト
の
分
布
に
眼
を
転
じ
て
み
よ
う
。

エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
は
、
ス
マ
ト
ラ
で
は
パ
ダ

ン
・
シ
ド
ク
ゥ
ン
プ
ア
ン
、
ビ
ン
ジ
ャ
イ

（
タ
パ
ヌ
リ
）
、
タ
ヤ
ク
ン
ブ
、
サ
ワ
・
ル

ン
ト
、
　
パ
ダ
ン
、
　
フ
ォ
ル
ト
・
デ
・
コ
ッ

ク
、
ソ
ロ
ッ
（
西
ス
マ
ト
ラ
）
、
コ
タ
・
ラ

ジ
ャ
、
ラ
ン
サ
（
ア
チ
ェ
）
に
拡
が
っ
て
い

た
。
ス
マ
ト
ラ
以
外
の
地
域
と
し
て
は
、

ス
ラ
バ
ヤ
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ス
ラ
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（
2
3
）

あ
る
。
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
拡
大
を
理
解
す
る
に
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
経
済
・
商
業
活
動
を
考
慮
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
、
経
済
・
商
業
の
中
心
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
は
な
く
、
東
ジ
ャ
ワ
の
ス
ラ
バ
ヤ
と
東
ス
マ
ト
ラ
の
メ
ダ
ン
で
あ
っ
た
。

ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
が
流
行
し
て
い
た
南
カ
リ
マ
ン
タ
ン
は
ス
ラ
バ
ヤ
経
済
圏
で
あ
っ
た
。
商
業
出
版
と
し
て
の
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
は
、

お
そ
ら
く
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
の
っ
て
拡
散
し
て
い
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
経
験
の
世
界
』
は
一
九
三
〇
年
代
末
に
お
け
る
も
っ
と
も
成
功
し
た
文
芸
誌
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
雑
誌
も
『
経
験
の
世
界
』

と
同
様
な
形
態
を
と
り
、
一
様
に
商
業
的
に
成
功
を
お
さ
め
て
い
た
。
出
版
社
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
フ
ォ
ル
ト
・
デ
・
コ
ッ
ク
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

『
社
会
ロ
マ
ン
』
を
発
行
し
て
い
た
プ
ニ
ア
ラ
ン
・
イ
ル
ム
（
評
三
一
胃
雪
一
冒
8
）
、
パ
ダ
ン
の
ス
リ
ヤ
（
ω
仁
蔓
Φ
）
、
メ
ダ
ン
で
は
『
詩
人

の
ス
ケ
ッ
チ
』
の
チ
ュ
ル
ダ
ス
（
ご
①
琶
器
）
、
『
太
陽
』
（
ミ
9
暮
ミ
脳
）
の
ノ
ヴ
ァ
（
穿
①
Z
o
黄
O
o
5
冨
ξ
）
、
『
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
神
秘
的
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

石
』
（
ミ
8
。
D
試
ぎ
乏
ぎ
ミ
ぴ
ミ
）
の
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
な
ど
が
あ
る
。
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
出
版
社
は
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
、
と
く
に
パ
ダ
ン

商
人
、
貿
易
商
が
設
立
し
た
も
の
が
お
お
か
っ
た
。
な
か
で
も
プ
ニ
ア
ラ
ン
・
イ
ル
ム
は
、
パ
ダ
ン
に
お
け
る
民
族
系
企
業
で
あ
る
民
族

銀
行
（
田
鳥
Z
霧
一
9
巴
』
九
三
〇
年
設
立
）
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
イ
ン
コ
ル
バ
社
（
＝
導
忌
一
ζ
き
蓉
鼠
署
ご
、
、
一
Z
国
O
国
切
＞
．
．
Z
。
＜
●
）
か
ら
資

金
援
助
を
う
け
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
急
成
長
を
遂
げ
た
出
版
社
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
関
係
の
一
端
を
示
す
例
と
し
て
、
『
社
会
ロ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

ン
』
創
刊
号
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る
パ
ム
ン
チ
ャ
ッ
ク
（
9
．
評
ヨ
o
雪
こ
舞
）
は
、
民
族
銀
行
社
長
秘
書
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
ロ
マ

ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
拡
大
と
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
密
接
な
関
係
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
系
出
版
社
の
も
つ
特
徴
は
、
第
一
に
、
明
ら
か
な
民
族
主
義
的
趣
向
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
デ
ィ
・
ヌ
ゴ
ロ
を

筆
頭
に
、
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
は
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
た
め
の
図
書
館
」
（
ぽ
壱
8
警
算
器
三
＆
9
①
の
置
）
の
設
立
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
ま
た
、
『
社
会
ロ
マ
ン
』
編
集
長
タ
マ
ー
ル
・
ジ
ャ
ヤ
（
凝
5
胃
9
ε
餌
）
と
パ
ム
ン
チ
ャ
ッ
ク
は
、
そ
ろ
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
書

籍
の
質
を
高
め
る
重
要
性
を
強
調
し
、
同
誌
は
そ
れ
に
お
お
き
く
寄
与
す
る
は
ず
で
あ
る
、
と
も
説
い
て
い
る
冨
o
ミ
§
慰
砧
S
巴
§
｝

一
－
ズ
旨
巳
一
8
。
）
』
占
］
。
こ
こ
で
は
、
「
近
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
文
学
」
を
生
産
し
て
き
た
と
い
わ
れ
る
、
官
製
出
版
局
で
あ
る
バ
ラ
イ
・
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メダンのロマン・ピチサン

プ
ス
カ
タ
の
存
在
な
ら
び
に
実
績
を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
い
る
。
第
二
に
、
事
業
の
一
環
と
し
て
、
著
名
な
、
し
か
し
流
刑
の
身
に
あ
っ

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
者
の
著
作
の
出
版
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
プ
ニ
ア
ラ
ン
・
イ
ル
ム
社
は
、
ス
カ
ル
ノ
の
『
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関

す
る
エ
ン
デ
か
ら
の
手
紙
』
（
o
Q
8
、
9
－
G
Q
8
ミ
匙
の
蜀
ミ
＆
試
肉
＆
。
）
、
ハ
ッ
タ
（
ζ
o
鼠
B
＆
鵠
讐
鼠
）
の
『
世
紀
を
超
え
た
国
際
連
盟
の

探
究
』
（
ミ
俺
ミ
㌦
ミ
執
ぎ
寒
§
ぎ
＆
亀
ミ
賎
ト
ぴ
＆
謹
』
ぴ
＆
）
、
ナ
ッ
シ
ー
ル
（
Z
讐
毘
）
の
『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
文
化
』
（
9
ミ
ミ
乾
Ω
ミ
）
な

ど
を
出
版
し
て
い
る
。
第
三
に
、
ス
マ
ト
ラ
に
お
け
る
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
代
表
的
作
家
は
イ
ス
ラ
ー
ム
的
内
容
を
有
す
る
作
品
を
も

出
版
し
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
ハ
ム
カ
の
「
カ
ー
バ
の
庇
護
の
も
と
』
（
豊
ぎ
∈
3
自
＆
§
晦
§
民
『
ぴ
暮
）
や
『
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

ワ
イ
ク
号
の
沈
没
』
（
頴
お
鷺
ご
ミ
ξ
Ω
映
暑
9
ご
§
魯
・
葦
『
簿
）
、
ユ
ス
フ
・
ソ
ユ
ブ
の
『
黄
金
の
鷲
』
（
史
§
閃
肉
ミ
霧
）
、
マ
ト
ゥ
・
モ

ナ
の
『
祖
国
を
求
め
て
』
（
、
§
雛
畿
§
『
§
暮
乏
、
）
な
ど
が
あ
る
冨
邑
倉
巴
。
§
箆
。
こ
の
点
は
、
前
述
の
東
ス
マ
ト
ラ
に
お
け
る

イ
ス
ラ
ー
ム
関
連
誌
の
流
行
と
軌
を
一
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
拡
散
と
ム
ハ
マ
デ
ィ
ア
と
の
密
接
な
つ
な
が
り

を
説
明
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
は
、
き
わ
め
て
民
族
主
義
的
傾
向
の
強
く
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
が
あ
る
多
数
の
作
者
と
複
数

の
出
版
社
に
よ
っ
て
、
大
量
に
生
産
さ
れ
て
い
た
。
安
値
大
量
生
産
ゆ
え
に
、
し
か
も
ス
マ
ト
ラ
が
主
生
産
地
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
消
費
範
囲
は
そ
れ
に
限
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
か
ら
各
地
へ
と
発
信
す
る
民
族
主
義
的
政
治
に
関
す
る
情
報
の
流
れ
と
は

異
な
り
、
メ
ダ
ン
、
ス
ラ
バ
ヤ
と
い
う
二
大
商
業
都
市
を
経
由
し
て
、
消
費
地
は
広
範
囲
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

四
　
文
化
地
図
の
変
動

　
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
図
書
館
」
設
立
を
唱
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
「
正
し
い
」
（
げ
雪
霞
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
創

造
の
重
要
性
を
も
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
き
わ
め
て
民
族
主
義
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
正
し
い
」
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
語
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る
に
は
、
何
が
正
し
く
、
何
が
正
し
く
な
い
の
か
と
い
う
基
準
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
少
な
く
と
も
、
タ
マ
ー
ル
・
ジ
ャ
ヤ
や
パ
ム
ン

チ
ャ
ッ
ク
と
い
っ
た
雑
誌
編
集
者
の
考
え
て
い
た
「
正
し
い
」
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
は
、
華
人
新
聞
・
文
芸
誌
で
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

華
人
マ
レ
ー
語
で
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
で
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
か
れ
ら
が
目
指
し
て
い
た
「
正
し
い
」
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
す
で
に
一
九
世
紀
後
半
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
は
官
製
マ
レ
ー
語
（
忌
雪
暮
ζ
巴
3
）
を
創
造
し
、
公
営
初
等
学
校
教
育
あ
る
い
は
東
イ
ン
ド

国
家
官
僚
機
構
の
な
か
で
使
用
さ
せ
て
い
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
よ
り
東
イ
ン
ド
政
庁
は
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
を
と
お
し
て
官
製
の
「
正

し
い
」
マ
レ
i
語
普
及
に
つ
と
め
て
い
た
。
マ
レ
ー
語
で
言
葉
を
意
味
す
る
バ
ハ
サ
（
ゆ
磐
霧
餌
）
に
は
、
も
と
も
と
正
し
い
作
法
、
礼
儀

正
し
さ
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
の
言
語
政
策
に
は
、
原
住
民
に
オ
ラ
ン
ダ
人
の
考
え
る
正
し
い
作
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

を
教
え
込
み
、
進
歩
の
時
代
へ
と
導
こ
う
と
し
て
い
た
、
倫
理
政
策
が
見
事
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
と
は
、
そ
も
そ
も
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
の
植
民
地
政
策
で
あ
る
倫
理
政
策
の
一
環
と
し
て
、
一
九
〇
八
年
に
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

さ
れ
た
民
衆
読
書
室
の
た
め
の
委
員
会
（
O
o
ヨ
ヨ
一
。
。
箒
＜
o
自
鼠
＜
o
一
訂
一
貧
巨
吋
）
を
前
身
と
す
る
。
六
人
の
構
成
員
は
教
育
・
宗
教
長
官

に
よ
り
任
命
さ
れ
、
委
員
長
に
は
原
住
民
問
題
顧
問
官
が
着
任
し
た
。
そ
の
任
務
は
原
住
民
の
識
字
層
に
適
切
な
読
み
物
を
提
供
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。
一
九
一
七
年
に
、
民
衆
読
書
室
は
リ
ン
ケ
ス
（
P
｝
田
鼻
窃
）
の
も
と
に
再
編
成
さ
れ
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
と
い
う
マ

レ
：
名
を
つ
け
ら
れ
た
。
リ
ン
ケ
ス
の
主
導
の
も
と
、
編
集
、
翻
訳
、
新
聞
、
印
刷
、
書
籍
取
引
、
書
店
、
会
計
、
民
衆
読
書
室
（
く
o
鱒
甲

画
喜
o
夢
魯
2
9
証
ヨ
睾
℃
o
①
の
鼠
ざ
）
と
い
う
八
部
署
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
本
稿
の
議
論
と
の
関
連
で
重
要
な
の
は
、
編
集
部

と
民
衆
読
書
室
の
役
割
と
実
績
で
あ
る
。

　
編
集
部
で
は
、
編
集
部
に
送
ら
れ
て
き
た
原
稿
の
み
な
ら
ず
西
欧
の
文
学
作
品
ま
で
も
ふ
く
め
て
す
べ
て
の
原
稿
の
編
集
を
担
当
し
た
。

編
集
部
ス
タ
ッ
フ
は
原
稿
に
対
し
て
改
善
点
を
指
摘
し
、
そ
の
後
編
集
長
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
に
そ
の
作
品
を
出
版
す
る
か
否
か
の
最
終

決
断
を
あ
お
ぐ
。
編
集
部
は
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
が
後
に
出
版
す
る
こ
と
に
な
る
三
つ
の
定
期
刊
行
物
の
編
集
に
も
携
わ
っ
た
。
バ
ラ
イ
・
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プ
ス
タ
カ
の
主
要
機
能
は
人
び
と
に
「
役
に
立
つ
」
読
み
物
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
り
、
原
住
民
の
文
芸
や
芸
術
の
向
上
に
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

そ
れ
ゆ
え
、
原
住
民
に
と
っ
て
よ
り
読
み
や
す
く
、
「
健
全
で
」
（
の
魯
讐
）
「
役
に
立
つ
」
読
み
物
を
生
産
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
原
稿
は

検
閲
の
対
象
で
あ
り
内
容
変
更
を
求
め
ら
れ
る
対
象
で
あ
っ
た
。
特
徴
的
な
の
は
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
お
抱
え
作
家
に
は
、
パ
ダ
ン
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

教
育
を
受
け
た
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
と
タ
パ
ヌ
リ
出
身
者
が
お
お
か
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ

カ
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
近
代
純
文
学
」
の
大
半
は
、
パ
ダ
ン
を
舞
台
背
景
と
し
、
そ
こ
で
の
強
制
結
婚
、
近
代
化
が
主
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
は
、
当
局
の
権
威
と
植
民
地
国
家
の
安
全
保
障
を
脅
か
す
で
あ
ろ
う
出
版
物
を
警
察
力
を
動
員
し
て
排

除
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
民
衆
読
書
室
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
原
住
民
に
「
役
立
つ
」
し
か
も
「
安
全
な
」
読
み
物
を

提
供
す
る
こ
と
に
努
め
、
書
籍
市
場
に
お
け
る
寡
占
的
な
支
配
の
達
成
に
主
眼
を
お
い
た
。
読
書
室
は
原
則
と
し
て
東
イ
ン
ド
全
土
の
中

等
学
校
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
数
は
一
九
一
四
年
に
六
八
0
、
二
五
年
に
は
二
一
四
一
、
そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
支
配
末
期
の
三
〇
年
代
末
に
は

三
千
室
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
の
書
籍
市
場
に
お
け
る
寡
占
状
況
は
、
読
書
室
か
ら
貸
し
出
さ
れ
た
図
書
の
数

に
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
五
年
の
段
階
で
二
百
万
冊
近
く
で
あ
っ
た
読
書
室
の
利
用
図
書
数
は
、
三
〇
年
代
末
に
は
三
百
万
冊
を

上
回
っ
て
い
る
。
読
書
室
の
利
用
者
数
も
同
様
に
、
二
五
年
の
二
三
万
人
強
か
ら
三
八
年
は
四
〇
万
人
強
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
数
字
か
ら
明
白
な
よ
う
に
、
二
〇
年
代
後
半
に
は
、
出
版
、
書
籍
市
場
に
お
け
る
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
の
覇
権
は
確
立
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
た
ん
に
物
質
的
覇
権
に
と
ど
ま
ら
ず
、
言
説
の
形
成
と
い
う
点
も
ふ
く
ん
で
お
り
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
の
文
化
的
覇
権
に
ま
で

お
よ
ん
で
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
い
る
と
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
の
活
動
に
も
陰
り
が
み
え
は
じ
め
る
。
三
一
年
に
は
新
聞
モ
ニ
タ
ー
と

い
う
主
要
な
政
治
的
役
割
は
終
焉
を
む
か
え
、
大
恐
慌
の
影
響
も
あ
り
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
の
予
算
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。
実
際
、
民

衆
読
書
室
の
数
、
貸
出
図
書
数
、
読
書
室
利
用
者
数
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
、
一
九
三
一
年
を
ピ
ー
ク
に
暫
減
し
は
じ
め
て
い
る
冒
餌
ヨ
ゆ
5
0
8

一
。
塗
。
そ
の
結
果
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
で
の
執
筆
、
編
集
だ
け
で
は
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
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出
版
、
文
化
活
動
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
文
化
地
図
を
お
お
き
く
塗
り
か
え
る
契
機
と
な
っ
た
。
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6

　
メ
ダ
ン
に
お
い
て
民
族
主
義
的
作
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
父
と
称
さ
れ
、
メ
ダ
ン
で
の
出
版
業
発
展
の
中
心
的
役
割
を
・
担
っ
た
人

物
と
し
て
・
ア
デ
ィ
●
ヌ
ゴ
ロ
が
い
繭
酬
か
れ
は
・
『
プ
ワ
ル
タ
●
デ
リ
』
と
『
二
〇
世
紀
』
（
ン
ぴ
鼠
図
図
）
（
と
も
に
シ
ャ
リ
カ
ッ
ト
●
タ
パ
ヌ

リ
発
行
）
の
編
集
長
就
任
の
た
め
に
メ
ダ
ン
ヘ
移
住
す
る
以
前
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
お
い
て
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
発
行
誌
『
パ
ン
ジ
・
プ
ス
タ

カ
』
の
主
任
編
集
員
で
あ
っ
た
。
ア
デ
ィ
・
ヌ
ゴ
ロ
が
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
を
去
っ
た
あ
と
そ
の
職
を
引
き
継
い
だ
の
は
、
ア
リ
シ
ャ
バ
ナ

（
目
舞
島
貯
≧
互
魯
富
冨
し
九
三
〇
年
か
ら
三
六
年
）
、
ア
ル
メ
イ
ン
・
パ
ネ
（
＞
円
ヨ
一
甘
℃
彗
ρ
三
六
年
か
ら
四
一
年
）
、
そ
し
て
サ
ヌ
シ
・
パ
ネ

（
ω
彗
o
①
巴
評
冨
一
四
一
年
）
と
い
っ
た
タ
パ
ヌ
リ
出
身
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
人
気
作
家
で
あ
っ
た
ハ
ム
カ
、
ス

マ
ン
、
ス
ラ
シ
、
ダ
ム
フ
リ
は
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
か
ら
作
品
を
出
版
し
た
こ
と
も
あ
る
。
な
か
で
も
、
ハ
ム
カ
の
作
品
『
局
長
さ
ま
』

（
醤
§
b
言
ミ
ミ
）
、
『
神
の
正
義
』
（
映
S
農
§
晟
ぎ
馬
）
、
『
人
生
の
谷
間
』
（
b
登
巳
Q
ミ
富
ミ
ぴ
罫
民
客
登
起
§
）
は
、
ま
ず
ロ
マ
ン
・
ピ
チ

サ
ン
と
し
て
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
系
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
、
そ
の
後
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
か
ら
も
出
版
さ
れ
て
い
る
［
ω
o
雪
0
8
お
。。
。
」
窪
］
。

　
現
実
問
題
と
し
て
、
絶
頂
期
で
あ
っ
た
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
す
ら
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
の
出
版
市
場
の
寡
占
的
支
配
と
文
化
的

覇
権
が
お
よ
ん
で
い
た
の
は
ジ
ャ
ワ
と
マ
ド
ゥ
ラ
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
外
島
で
は
各
地
の
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
に
そ
の
出
版
物
の

販
売
を
依
拠
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ス
マ
ト
ラ
で
は
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
を
発
行
し
て
い
た
シ
ャ
リ
カ
ッ
ト
・
タ
パ
ヌ
リ
や
プ
ニ
ア
ラ
ン
・

イ
ル
ム
は
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
の
主
要
な
ス
マ
ト
ラ
で
の
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
で
も
あ
っ
た
。

　
言
語
に
関
し
て
も
、
す
で
に
一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
、
官
製
マ
レ
ー
語
の
覇
権
的
地
位
は
衰
退
の
気
配
を
み
せ
は
じ
め
て
い
た
。
そ

も
そ
も
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
文
学
作
品
の
大
半
は
、
マ
レ
ー
語
を
母
語
と
し
な
い
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
や
タ
パ
ヌ
リ
出
身
の
作
家
に
よ
っ
て

書
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ア
デ
ィ
・
ヌ
ゴ
ロ
が
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
か
ら
出
版
し
た
ふ
た
つ
の
小
説
で
は
、
バ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

イ
・
プ
ス
タ
カ
作
品
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
口
語
体
に
近
い
、
か
れ
自
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
文
体
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か

も
ア
デ
ィ
・
ヌ
ゴ
ロ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
誌
『
パ
ン
ジ
・
プ
ス
タ
カ
』
の
編
集
を
任
さ
れ
て
い
た
。
バ
ラ
イ
・
プ
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ス
タ
カ
は
「
正
し
い
」
マ
レ
ー
語
を
生
産
し
て
い
た
と
い
う
幻
想
が
こ
こ
に
明
白
と
な
る
。

　
一
方
、
「
正
し
い
」
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
確
立
を
追
求
し
て
い
た
文
化
人
た
ち
は
、
み
ず
か
ら
の
自
信
を
第
一
回
言
語
会
議
（
O
O
お
お
の

浮
ご
緯
）
と
い
う
形
で
公
け
に
表
明
し
た
。
会
議
は
一
九
三
八
年
六
月
二
五
日
か
ら
四
日
間
ス
ラ
カ
ル
タ
に
て
開
催
さ
れ
、
中
心
を
担
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

た
の
は
純
文
芸
誌
『
プ
ジ
ャ
ン
ガ
・
バ
ル
』
（
、
8
畠
§
器
Ω
O
o
ミ
8
）
系
作
家
、
文
化
人
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
運
動

推
進
者
も
参
加
し
て
い
た
。
ア
デ
ィ
・
ヌ
ゴ
ロ
は
「
新
聞
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
」
（
・
．
田
訂
器
一
区
o
器
。
D
田
富
訂
ヨ
℃
①
お
o
霞
讐

9
ぎ
畦
讐
．
．
）
、
パ
ム
ン
チ
ャ
ッ
ク
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
綴
り
方
」
（
・
．
臣
冨
讐
評
訂
器
H
＆
o
器
の
鼠
、
．
）
と
題
す
る
発
表
を
行
な
っ

た
。
会
議
決
議
と
し
て
採
択
さ
れ
た
の
は
、
公
営
学
校
に
お
い
て
教
育
の
言
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
官
製
マ
レ
ー
語
の
使
用
中
止
要

求
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
に
か
か
わ
っ
た
民
族
主
義
者
た
ち
の
出
版
物
は
、
作
家
、
編
集
者
の
側
面
だ
け
で
は
な

く
、
言
語
の
点
か
ら
も
官
製
の
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
を
内
側
か
ら
打
ち
崩
す
か
の
ご
と
く
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

　
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
運
動
は
、
メ
ダ
ン
を
拠
点
と
す
る
四
〇
人
ほ
ど
の
作
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
担
っ
て
い
た
。
　
一
九
三
九
年
一
二

月
に
メ
ダ
ン
に
て
開
催
さ
れ
た
「
ロ
マ
ン
（
文
学
）
に
関
す
る
会
議
」
（
国
○
ヨ
彗
家
o
ヨ
冨
お
霧
一
）
は
、
か
れ
ら
の
民
族
主
義
的
精
神
を
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

在
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
議
は
、
ア
デ
ィ
・
ヌ
ゴ
ロ
に
よ
っ
て
主
催
さ
れ
、
マ
ト
ゥ
・
モ
ナ
、
タ
マ
ー
ル
・
ジ
ャ
ヤ
、
ユ
ス
フ
・

ソ
ユ
ブ
、
ハ
ム
カ
、
シ
・
ウ
マ
、
ダ
ム
フ
リ
な
ど
代
表
的
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
担
い
手
が
参
集
し
た
。
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
を
論
じ
る

会
議
で
あ
っ
た
。
会
議
の
主
目
的
は
、
流
行
し
て
い
る
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
が
社
会
に
と
っ
て
い
か
な
る
益
が
あ
る
か
を
明
確
に
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。
会
議
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
文
学
（
即
o
ヨ
餌
巳
＆
o
器
の
嬉
）
の
形
成
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
文
学

の
文
体
・
言
語
を
読
者
の
日
常
語
に
近
づ
け
て
ゆ
く
こ
と
も
議
論
さ
れ
た
。
か
れ
ら
に
は
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
に
よ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

文
学
が
い
っ
そ
う
飛
躍
す
る
と
の
確
信
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
一
連
の
言
語
と
文
学
（
・
マ
ン
）
を
め
ぐ
る
議
論
の
展
開
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
者
た
ち
に
と
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
発
現
の
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
メ
ダ
ン
こ
そ
そ
の
到
達
点
を
象
徴
す
る
と
す
る
一
文
が
、
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
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サ
ン
の
担
い
手
の
一
人
で
あ
っ
た
ハ
ム
カ
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ジ
ャ
ワ
か
ら
は
契
約
苦
力
が
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
、
タ
パ
ヌ
リ
、
バ
ウ
ェ
ア
ン
、
バ
ン
ジ
ャ
ー
ル
、
ブ
タ
ウ
ィ
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
な
ど
か
ら
は
商
人
が

や
っ
て
き
た
。
度
重
な
る
苦
難
を
乗
り
越
え
た
あ
と
、
人
び
と
（
富
お
器
）
の
新
し
い
同
化
（
混
合
）
が
起
っ
た
。
そ
の
結
果
、
「
デ
リ
の
子
ど
も
」

（
＞
⇒
毘
U
①
一
一
）
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
世
代
が
誕
生
し
た
。
か
れ
ら
は
、
形
成
過
程
に
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
（
げ
睾
の
器
一
邑
9
窃
壁
）
の
な
か
で
も

も
っ
と
も
お
お
き
な
花
の
開
く
つ
ぼ
み
で
あ
る
。
［
中
略
］

　
か
れ
ら
の
立
ち
居
振
る
舞
い
は
伝
統
や
し
き
た
り
に
囚
わ
れ
ず
、
流
暢
な
マ
レ
i
語
を
話
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
地
方
読
の
な
い
「
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
37
）

し
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
」
（
ω
m
『
霧
四
冒
α
o
昌
窃
置
切
貰
仁
）
と
な
っ
て
い
た
［
＝
四
ヨ
犀
”
一
㊤
ミ
る
］
。
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進
歩
の
象
徴
で
あ
る
新
興
都
市
メ
ダ
ン
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
原
動
力
が
存
在
し
て
い
た
。
メ
ダ
ン
に
は
東
イ

ン
ド
各
地
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
到
来
し
、
定
住
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
れ
ら
メ
ダ
ン
住
民
は
形
成
過
程
に
あ
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
の
模
範
と
な
っ
て
い
た
。
メ
ダ
ン
の
言
葉
は
新
し
い
マ
レ
ー
語
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
も
は
や
、
ジ
ャ
ワ
、
ミ
ナ
ン
カ
バ

ウ
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
な
ど
の
出
身
地
方
の
誰
の
あ
る
マ
レ
ー
語
で
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
マ
レ
ー
語
は
あ
ら
ゆ
る
人
の
言
語
で
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
い
ろ
い
ろ
な
地
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
レ
ー
語
を
使
用
し
て
い
た
。
そ
れ
は
同
時
に
誰
の
言
語
で
も
な
か
っ
た
［
U
9
巴
8
ご

ζ
巴
①
＝
3
。
。
］
。
誰
の
言
語
で
も
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
マ
レ
ー
語
は
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
を
と
お
し
て
民
族
運
動
の
言
葉
と
し
て
、
新
し

い
民
族
の
言
葉
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
へ
と
変
身
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
新
し
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
獲
得
は
、
ロ
マ
ン
・
ピ
チ

サ
ン
を
と
お
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
闘
っ
て
い
た
作
者
た
ち
の
目
指
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
メ
ダ
ン
の
日
常
言

語
と
し
て
の
マ
レ
ー
語
が
新
し
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
と
な
っ
た
。
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
は
当
事
者
に
よ
っ
て
、
新
し
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
文

学
形
成
の
根
幹
と
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
新
し
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
よ
っ
て
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
は
書
か
れ
、
こ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

を
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
は
東
イ
ン
ド
各
地
へ
運
ん
で
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
末
の
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
洪
水
は
、
東

イ
ン
ド
の
文
化
地
図
を
塗
り
替
え
て
い
た
の
で
あ
る
。



お
わ
り
に

メタンのロマン・ピチサン

　
一
九
三
〇
年
代
末
の
東
イ
ン
ド
で
は
、
一
種
の
文
化
的
地
殻
変
動
が
起
こ
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
は
少
な
く
と
も
ふ
た
つ
の
文
化
勢
力
が

関
係
し
て
い
た
。
ひ
と
つ
は
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
の
推
進
し
た
官
製
マ
レ
ー
語
と
近
代
文
学
の
生
産
と
い
う
文
化
事
業
で
あ
り
、
も
う
ひ

と
つ
は
メ
ダ
ン
を
拠
点
と
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
者
の
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
運
動
で
あ
っ
た
。
前
者
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
出

版
・
書
籍
市
場
で
の
文
化
的
覇
権
を
確
立
し
て
い
た
が
、
三
〇
年
代
に
な
る
と
そ
の
事
業
に
陰
り
が
み
え
は
じ
め
た
。
替
わ
り
に
、
皮
肉

に
も
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
が
育
て
て
き
た
原
住
民
従
業
員
は
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
を
離
れ
、
ス
マ
ト
ラ
の
新
興
商
業
都
市
メ
ダ
ン
に

集
結
し
、
み
ず
か
ら
の
出
版
、
活
字
文
化
の
世
界
を
作
り
だ
し
た
。
そ
の
結
果
誕
生
し
た
の
が
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
運
動
で
あ
っ
た
。

　
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
運
動
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
ア
デ
ィ
・
ヌ
ゴ
ロ
を
中
心
と
す
る
四
〇
人
ほ
ど
の
作
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ

た
。
ハ
ム
カ
、
ユ
ス
フ
・
ソ
ユ
ブ
、
マ
ト
ゥ
・
モ
ナ
、
タ
マ
ー
ル
・
ジ
ャ
ヤ
な
ど
の
中
核
メ
ン
バ
ー
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
関
連
読
物
の
作
者

と
し
て
も
名
を
は
せ
て
い
た
。
プ
ス
タ
カ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
や
プ
ニ
ア
ラ
ン
・
イ
ル
ム
と
い
っ
た
出
版
社
は
、
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
だ
け
で

は
な
く
、
多
数
の
イ
ス
ラ
ー
ム
関
連
書
籍
お
よ
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
者
の
作
品
を
も
出
版
し
て
い
た
。
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
は
、

ス
マ
ト
ラ
の
み
な
ら
ず
ジ
ャ
ワ
、
カ
リ
マ
ン
タ
ン
セ
レ
ベ
ス
な
ど
で
広
く
読
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
ム
ハ
マ
デ
ィ
ア
運
動
の
拠

点
で
も
あ
り
、
ム
ハ
マ
テ
ィ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
の
拡
散
に
お
お
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。

　
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
運
動
は
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
の
文
化
事
業
を
内
側
か
ら
静
か
に
打
ち
崩
す
か
の
よ
う
に
、
み
ず
か
ら
の
民
族
主

義
的
主
張
を
展
開
し
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
正
し
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
形
成
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
文
学
（
・
マ
ン
）
の
確
立
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
の
た
め
の
図
書
館
設
立
と
い
っ
た
明
確
な
目
標
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
現
実
政
治
の
世
界
で
は
い
ま
だ
に
オ
ラ
ン
ダ
に
包
囲

さ
れ
て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
者
は
、
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
運
動
を
と
お
し
て
文
化
に
お
け
る
「
主
権
」
を
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
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（
1
）
　
管
見
の
か
ぎ
り
、
「
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
」
の
語
を
最
初
に
用
い
た
の
は
ア
デ
ィ
・
ヌ
ゴ
ロ
（
＞
脅
Z
①
α
q
o
3
）
で
あ
っ
た
［
、
㊥
ミ
ミ
言
b
9
馬

　
（
一
①
U
①
o
」
O
ω
O
）
］
。

（
2
）
　
田
餌
ヨ
こ
一
8
曾
ω
o
⊆
、
旨
一
〇
G。
O
馴
㌔
§
＆
ζ
。
D
ご
ミ
お
き
る
o
。
2
1
お
8
］
を
参
照
。

（
3
）
　
一
九
七
〇
年
代
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
文
学
史
に
お
け
る
大
衆
小
説
の
捉
え
直
し
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
冒
舞
含
お
o。
卸
押
川
一
㊤
o。
9
℃
鍔
ヨ
o
甲

　
身
四
一
〇
〇
。
鱒
ω
巴
ヨ
9
お
o
。
ご
ω
旨
o
冨
犀
望
お
o
。
9
≦
讐
の
9
お
§
］
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
「
正
統
的
」
文
学
史
の
代
表
例
と
し
て
は
、
胃
①
霊
≦

　
一
〇
①
刈
二
。
お
］
。

（
4
）
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
新
聞
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
［
＞
鼠
ヨ
一
㊤
3
旧
日
ω
巴
α
一
〇
〇。
o

。
あ
獣
り
巴
の
ま
お
8
］
を
参
照
。
と
く

　
に
本
稿
の
議
論
と
か
か
わ
り
の
深
い
北
ス
マ
ト
ラ
の
新
聞
発
展
史
は
、
［
ζ
あ
巴
α
一
S
評
二
S
9
］
に
詳
し
い
。

（
5
）
　
従
来
の
研
究
で
軽
視
さ
れ
て
き
た
も
う
一
種
類
の
出
版
物
と
し
て
学
校
教
科
書
が
あ
る
。
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
は
不
思
議
な
こ
と
に
教
科
書
生

　
産
に
は
携
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
学
校
教
科
書
の
出
版
は
民
間
の
出
版
社
が
担
っ
て
い
た
。
当
初
オ
ラ
ン
ダ
系
出
版
社
が
市
場
の
寡
占
め

　
る
状
態
を
保
っ
て
い
た
が
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ア
な
ど
の
民
族
主
義
教
育
組
織
、
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体
が
積
極

　
的
に
独
自
の
教
科
書
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
6
）
　
こ
の
新
聞
統
制
令
と
一
九
三
〇
年
代
東
イ
ン
ド
の
治
安
維
持
、
安
全
保
障
に
つ
い
て
の
関
係
は
［
山
本
一
〇
〇
凹
で
論
じ
て
あ
る
。

（
7
）
　
［
留
曇
0
8
お
o
。
出
よ
り
算
出
。
こ
の
数
字
は
一
九
八
四
年
時
点
で
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
図
書
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
り
、
既
に
紛
失
し
て
し

　
ま
っ
て
い
る
も
の
は
含
ま
れ
な
い
。
と
り
わ
け
、
華
語
定
期
刊
行
物
の
所
蔵
は
ご
く
わ
ず
か
で
し
か
な
い
。
こ
こ
で
の
新
聞
と
雑
誌
の
区
別
は

　
［
ω
彗
8
8
お
o
。
出
に
依
拠
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
［
言
9
象
詳
く
ミ
。
。
言
恥
お
曽
－
占
］
に
よ
る
と
、
一
九
二
五
年
以
降
四
〇
年
ま
で
の
東
イ
ン

　
ド
に
お
け
る
マ
レ
ー
語
定
期
刊
行
物
の
数
は
［
表
4
］
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
8
）
　
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
に
関
す
る
優
れ
た
研
究
と
し
て
、
マ
ト
ゥ
・
モ
ナ
の
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
紅
は
こ
べ
』
を
分
析
し
た
［
押
川
一
〇
c。
①
］
が
あ

　
る
。

（
9
）
　
数
字
の
出
所
は
一
九
三
〇
年
統
計
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
［
く
o
寒
。
。
肺
箋
言
恥
這
恥
9
H
ざ
目
筈
一
鳥
」
8
1
屋
一
篇
＜
｝
弓
ぎ
一
巴
」
屋
篇
ダ
↓
ぎ
ざ

　
9
置
o。
］
。

（
1
0
）
　
も
う
ひ
と
つ
パ
ダ
ン
の
主
要
な
出
版
社
と
し
て
一
九
〇
二
年
設
立
の
ド
ゥ
・
フ
ォ
ル
ハ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
U
①
＜
o
一
訂
三
言
の
）
が
あ
る
が
、
こ
れ

　
は
華
人
系
出
版
社
で
あ
っ
た
雰
鼠
3
一
〇
〇
㎝
」
8
］
。
二
〇
世
紀
初
頭
パ
ダ
ン
で
の
出
版
業
、
新
聞
の
歴
史
は
［
Z
髪
誌
お
臼
」
旨
山
器
旧
＞
α
的
ヨ

　
一
〇
〇
9
旨
？
屋
出
を
参
照
。
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［表4］　マレー語定期刊行物数の推移

日　看』 週　刊 月予』その他

小　言十 ジャワ 外　島 小　言十 ジヤワ 外　島 小　言十 ジヤワ 外　島

1925 20 10 10 59 34 25 79 54 25

1927 18 10 8 50 26 24 82 58 24

1928 23 15 8 84 52 32 76 57 19

1929 24 11 13 45 26 19 116 84 32

1930 23 12 11 50 28 22 130 94 36

イ
ン
D

1931 23 14 9 70 46 24 139 100 39

ゼ
不
1932 23 14 9 70 46 24 139 100 39

シ 1933 31 20 11 72 50 22 150 111 39

ア
人
1934 40 19 11 108 72 36 244 181 63

発 1935 29 18 11 113 74 39 246 185 61
灯
1936 23 14 9 115 79 36 256 195 61

1937 37 21 16 122 78 44 284 221 63

1938 28 20 8 76 42 34 383 283 100

1939 43 28 15 175 111 64 429 321 108

1940 43 28 15 175 111 64 429 321 108

1925 16 12 4 8 5 3 8 8 一

1927 17 10 7 8 5 3 5 4 1
1928 17 10 7 7 5 2 3 3 一

1929 15 10 5 8 6 2 9 9 ｝

1930 16 11 5 11 7 4 15 14 1
1931 14 9 5 9 5 4 9 9 一

華
1932 12 8 4 7 5 2 10 10

一
人
1933 14 9 5 9 7 2 8 8 一

発
ノー
1934 17 11 6 13 10 3 20 17 3

何 1935 16 11 5 8 7 1 20 17 3
1936 14 10 4 7 5 2 18 15 3
1937 14 10 4 5 4 1 18 15 3
1938 16 10 6 11 9 2 22 18 4
1939 17 10 6 9 9 0 19 17 2
1940 17 11 6 9 9 0 19 17 2

［出所　1励sc肋Vers‘α81931－41より作成］
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（
1
1
）
　
メ
ダ
ン
で
も
華
人
マ
レ
ー
語
紙
『
ス
マ
ト
ラ
・
ビ
ン
・
ポ
』
（
O
o
g
ミ
9
召
豊
き
、
o
）
、
華
語
紙
「
ニ
ュ
ー
・
チ
ャ
イ
ナ
」
（
≧
⑩
ミ
○
言
き
9
）
は
、

頻
繁
に
当
局
か
ら
注
意
を
受
け
、
新
聞
統
制
令
に
か
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
［
山
本
一
〇
〇
凹
。

（
1
2
）
　
一
九
一
〇
年
代
、
二
〇
年
代
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
．
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
［
ζ
。
＜
塁
お
0
9
望
す
巴
。。
該
一
〇
〇
〇
］
。

（
1
3
）
　
ス
マ
ト
ラ
に
お
け
る
ム
ハ
マ
デ
ィ
ア
運
動
に
つ
い
て
は
［
＞
5
雪
お
o。
O
る
謡
－
鵠
o
。
矯
鱒
8
山
o
。
節
訳
魯
言
お
o
。
出
を
参
照
。

（
1
4
）
　
当
時
の
定
期
刊
行
物
に
は
か
な
ら
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
副
題
が
つ
い
て
い
た
。
本
稿
で
大
衆
文
芸
誌
を
確
定
す
る
さ
い
も
、
副
題
に
ポ
ピ
ュ

　
レ
ー
ル
（
唇
B
巴
霞
）
の
文
字
が
は
い
っ
て
い
る
も
の
を
目
安
と
し
た
。
ち
な
み
に
、
定
期
刊
行
物
に
ポ
ピ
ュ
レ
ー
ル
の
副
題
が
つ
く
よ
う
に
な

　
っ
た
の
は
一
九
二
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。

（
1
5
）
　
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
は
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
流
行
し
て
い
た
「
月
間
読
物
」
（
こ
零
一
鼠
げ
o
巴
導
彗
）
の
伝
統
を
引
き

　
継
い
で
い
た
［
押
川
一
〇
〇。
9
匿
o
。
“
≦
讐
ω
9
お
自
費
置
一
　
匿
ヨ
ヨ
壁
お
o。
一
あ
o
。
］
。
こ
の
よ
う
な
月
刊
読
物
は
、
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
に
よ
っ
て
生

　
産
さ
れ
、
出
版
さ
れ
、
消
費
さ
れ
て
い
た
。
お
も
な
華
人
文
芸
誌
と
そ
の
出
版
社
、
出
版
地
、
出
版
頻
度
は
以
下
の
と
お
り
。
冒
δ
お
露
旧
ω
巴
ヨ
9

　
お
o
。
一
］
よ
り
作
成
。

一
〇
卜
D
QQ

一
㊤
器
－
卜
o
“

一
〇
曽

一
〇
曽
－
卜
o
㎝

一
8
㎝
I
Q
o
O

一
露
Q

o
1
8

一
8
0
1
合

お
Q

o
O
I
Q

o
一

一
㊤
ω
O
I
Qo
邸

一
〇
G

Q
O

一
〇
Go
O
ー
Oo
㊤

一
〇
〇〇
一
－
認

「
百
一
の
記
録
』
（
の
箋
ミ
0
8
0
っ
9
竃
ご
9
ミ
§
b
℃
①
ヨ
げ
讐
す
き
ζ
○
。
声
汀
ω
巳
8
目
O
お
）

「
ム
ラ
ユ
の
話
』
（
担
．
箋
計
F
ミ
包
＆
O
や
国
蓉
①
巨
0
5
≦
巴
3
＜
お
号
P
①
＜
霞
身
け
≦
O
名
8
5
）

「
新
し
い
話
』
（
δ
。
①
嵐
言
b
o
ミ
o
や
℃
節
α
き
の
U
歪
パ
犀
霞
嘗
℃
弩
①
る
図
ヨ
○
暮
『
）

「
特
別
な
話
』
（
δ
．
箋
貼
言
、
§
ぎ
♂
Ω
す
ゆ
睾
α
8
お
℃
ヨ
9
甚
ζ
）

「
生
活
』
（
、
§
鋤
註
魯
S
§
｝
↓
導
．
。
。
あ
8
吾
ε
P
B
g
甚
ζ
）

「
自
由
』
（
ト
さ
ミ
q
》
の
き
。
旧
U
言
ヨ
富
さ
ヨ
8
爵
ξ
）

「
満
月
』
（
b
ロ
8
N
§
、
8
ミ
Ω
ミ
P
ゆ
o
巴
ゆ
昌
℃
8
3
帥
ヨ
黛
ゆ
彗
3
雪
鱒
ヨ
9
甚
ζ
）

「
美
」
（
『
詳
b
u
塁
ミ
8
訳
ミ
8
因
ぎ
ω
o
£
ω
讐
磐
一
P
B
8
甚
ζ
）

「
。
ハ
ノ
ラ
マ
の
神
秘
的
宝
石
』
（
ミ
O
窃
鮮
罫
Ω
勺
§
O
養
ミ
P
＝
8
ω
巴
⇒
営
田
O
打
ゆ
9
麩
一
F
ヨ
O
暮
『
ζ
　

ミ
O
O
詮
罫
Ω
園
O
ミ
Ω
き
）

「
小
説
』
（
δ
．
箋
馬
登
≧
8
禽
φ
p
旧
ω
ゆ
区
O
o
お
）

「
ロ
マ
ン
」
（
δ
．
⑪
試
貫
肉
O
ミ
Ω
♂
℃
餌
㌧
餌
㎎
○
⇒
℃
お
ω
ω
旧
竃
巴
餌
⇒
⑳
）

「
物
語
の
宝
庫
』
（
O
O
＆
§
晦
δ
．
箋
蹄
9
ζ
ヨ
①
署
碧
ω
讐
α
8
コ
リ
B
9
甚
ζ
）

O
O
⇒
試
⇒
⊆
①
α
　
餌
ω
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一
〇
Go
一
I
G
o
㎝
　
「
キ
ア
ム
・
ハ
ッ
プ
」
（
映
§
ミ
霞
R
き
因
一
巴
β
目
一
蝉
冥
弓
曽
巴
犀
旨
巴
2
P
ヨ
o
づ
浮
ζ
）

　
　
一
〇
G
。
㌣
畠
　
「
ロ
マ
ン
の
神
秘
的
宝
石
」
（
ミ
O
窃
鮮
誉
R
肉
O
ミ
§
ひ
』
．
旧
ω
讐
曽
一
P
ヨ
〇
三
三
図
）

　
　
一
〇
〇
。
“
　
　
「
物
語
の
世
界
』
（
b
O
簿
鼠
ご
ミ
蹄
P
U
O
2
寅
↓
〕
零
詳
碧
国
き
号
雪
些
3
0
耳
『
ζ
）

（
1
6
）
　
な
お
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
発
行
の
大
衆
文
芸
誌
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
　
メ
ダ
ン
　
「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
神
秘
的
宝
石
』
、
「
運
動
の
世
界
」
、
「
詩
人
の
ス
ケ
ッ
チ
」
、
『
経
験
の
世
界
』
、
「
極
楽
鳥
」
、
「
幻
想
の
創
造
物
」

　
　
　
　
　
　
（
O
さ
簿
§
ミ
蔓
Ω
）

　
　
パ
ダ
ン
　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ロ
マ
ン
』
、
「
太
陽
」
（
の
ミ
史
Ω
）

　
　
フ
ォ
ル
ト
・
デ
・
コ
ッ
ク
　
「
経
験
の
ロ
マ
ン
』
、
「
知
識
の
闘
争
」
（
、
箋
魯
亀
§
恥
§
旨
ミ
竃
）
、
「
人
生
の
闘
争
」
（
、
ミ
息
8
§
晦
§
鴫
登
o
題
）

　
　
ブ
ン
ク
レ
ン
　
『
生
活
の
輪
」
（
肉
o
＆
㌔
§
晦
註
魯
§
§
）

　
　
ス
ラ
カ
ル
タ
　
『
運
動
の
世
界
」
、
「
経
験
の
世
界
」

　
　
ゴ
ロ
ン
タ
ロ
　
『
精
神
の
闘
争
」
（
、
ミ
魯
8
§
α
q
§
b
O
ミ
言
）
、
「
世
界
の
秤
』
（
ミ
貯
Ω
§
b
8
ミ
Ω
）

（
1
7
）
　
以
下
の
記
述
は
、
『
経
験
の
世
界
」
各
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
裏
表
紙
、
広
告
、
出
版
予
告
、
在
庫
案
内
な
ど
を
も
と
に
構
成
し
た
。

（
1
8
）
　
パ
ム
ン
テ
ヤ
ッ
ク
、
ダ
ム
フ
リ
と
も
に
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
。

（
1
9
）
　
ユ
ス
フ
・
ソ
ユ
ブ
は
「
詩
人
の
ス
ケ
ッ
チ
』
の
、
タ
マ
ー
ル
・
ジ
ャ
ヤ
は
『
社
会
ロ
マ
ン
」
の
編
集
長
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
三
八
年
か
ら
四

　
↓
年
の
あ
い
だ
に
、
ユ
ス
フ
・
ソ
ユ
ブ
は
五
〇
冊
以
上
の
ロ
マ
ン
・
ピ
チ
サ
ン
を
、
マ
ト
ゥ
・
モ
ナ
は
二
〇
冊
ほ
ど
の
作
品
を
出
版
し
た
。

（
2
0
）
　
「
経
験
の
世
界
」
に
は
不
定
期
に
既
刊
シ
リ
ー
ズ
の
リ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い
る
。
完
売
の
も
の
に
は
そ
の
旨
表
示
が
つ
く
。
こ
こ
か
ら
、
販
売
状

　
況
を
推
測
し
た
。

（
2
1
）
　
こ
れ
ら
は
［
曽
惹
3
0
一
3
0
］
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
2
2
）
　
こ
の
点
は
加
藤
剛
氏
の
ご
指
摘
に
よ
る
。
ム
ハ
マ
デ
ィ
ア
の
拡
大
状
況
に
つ
い
て
は
［
＞
田
彗
お
o。
O
る
2
山
3
］
。

（
2
3
）
　
一
九
三
〇
年
代
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
ア
ニ
・
イ
ド
ゥ
ル
ス
（
＞
巳
匡
ε
ω
）
女
史
に
よ
る
と
、
夫
で
あ
る
モ
ハ
メ
ド
・

　
サ
イ
ー
ド
（
ζ
o
冨
ヨ
ヨ
四
α
ω
巴
α
）
氏
と
彼
女
は
、
「
プ
マ
ン
ダ
ン
ガ
ン
」
（
、
①
ミ
§
亀
§
晦
§
）
な
ど
当
時
の
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
民
族
主
義
的
日
刊

　
紙
数
紙
を
定
期
購
読
し
て
い
た
。
理
由
は
、
東
イ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
民
族
運
動
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
逆
に
、
バ
タ

　
ヴ
ィ
ア
の
民
族
主
義
者
が
た
と
え
ば
メ
ダ
ン
の
主
要
紙
「
プ
ワ
ル
タ
・
デ
リ
」
を
購
読
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
、
と
い
う
（
一
九
九
三
年
九
月
二

　
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
。
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（
2
4
）
　
雑
誌
『
太
陽
』
の
編
集
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
タ
ハ
ー
ル
・
ラ
フ
マ
ッ
ド
（
ζ
o
鼠
ヨ
＆
目
7
魯
弩
国
霧
『
ヨ
区
）
と
ス
ル
ヤ
ブ
ラ
タ
（
の
5
巻
－

　
げ
轟
浮
曽
）
。

（
2
5
）
　
『
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
宝
石
』
の
編
集
に
は
、
ラ
ジ
ョ
・
マ
ゲ
ッ
ク
（
罫
P
コ
＆
す
ζ
品
魯
）
、
シ
・
ウ
マ
（
腔
O
①
ヨ
ゆ
）
、
ガ
イ
ラ
ル
デ
ィ
ア

　
（
O
巴
一
冨
三
壁
）
、
ヌ
ー
ル
レ
ラ
ハ
ヤ
テ
ィ
（
Z
o
①
二
①
鼠
げ
節
巻
蔓
）
な
ど
が
携
わ
っ
て
い
た
。

（
2
6
）
　
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
政
治
的
、
社
会
的
運
動
と
民
族
銀
行
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
［
閑
魯
ぎ
這
o。
出
も
参
照
。

（
2
7
）
　
ち
な
み
に
そ
れ
ぞ
れ
の
値
段
は
、
二
五
セ
ン
ト
、
七
〇
セ
ン
ト
、
一
ギ
ル
ダ
ー
五
〇
セ
ン
ト
で
あ
る
。

（
2
8
）
　
二
〇
世
紀
前
半
の
東
イ
ン
ド
に
は
、
官
製
マ
レ
i
語
、
民
族
運
動
の
マ
レ
ー
語
、
華
人
マ
レ
i
語
の
三
種
類
が
並
存
し
て
い
た
。
紙
面
の
制
約

　
も
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
本
稿
で
は
詳
し
い
議
論
は
行
わ
な
い
。
と
り
あ
え
ず
、
［
U
＆
①
一
8
ご
ζ
巴
零
お
曽
］
を
参
照
。

（
2
9
）
　
官
製
マ
レ
i
語
の
形
成
と
定
着
過
程
に
つ
い
て
は
田
o
跨
ヨ
彗
お
お
旧
ζ
巴
霞
5
0
0
。
］
を
参
照
。
ま
た
バ
ハ
サ
の
も
と
も
と
の
意
味
は
、
ヘ

　
ン
ク
・
マ
イ
ヤ
ー
（
＝
①
爵
ζ
巴
霞
）
氏
（
レ
イ
デ
ン
大
学
）
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
3
0
）
　
以
下
の
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
に
関
す
る
記
述
は
、
［
ω
巴
巴
℃
島
欝
ざ
一
宝
o
。
旧
牢
o
凝
8
ω
二
器
9
目
こ
島
梶
お
G。
o

。
］
に
依
拠
し
て
い
る
。
な

　
お
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
の
新
聞
モ
ニ
タ
ー
の
政
治
的
役
割
の
盛
衰
を
分
析
し
た
研
究
と
し
て
［
く
”
ヨ
曽
ヨ
0
8
お
3
］
。

（
31
）
　
「
健
全
さ
」
の
社
会
通
念
化
な
ど
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
は
植
民
地
社
会
の
言
説
形
成
に
多
大
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
［
ω
魯
区
＝
8
呼
蛤

　
心
o
。
］
。
そ
の
結
果
、
「
不
健
全
」
と
さ
れ
た
書
籍
は
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
の
非
難
の
的
と
な
る
。
典
型
例
が
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
に
よ
る
大
衆
小
説

　
で
あ
っ
た
［
ζ
巴
臼
一
8
昌
。
し
か
し
、
こ
の
類
の
大
衆
小
説
は
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
の
民
衆
読
書
室
か
ら
借
り
出
さ
れ
る
人
気
図
書
の
上
位
を

　
独
占
し
て
い
た
冨
巴
巴
℃
臣
鼠
ζ
一
漣
o。
る
O
I
o
。
O
］
。
ま
た
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
に
よ
る
文
学
作
品
に
対
す
る
徹
底
し
た
検
閲
に
つ
い
て
は
冒
轟
－

　
5
0
①
身
曽
一
。
鶉
］
。

（
32
）
　
タ
パ
ヌ
リ
は
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
地
域
で
は
な
く
、
バ
タ
ッ
ク
人
の
土
地
の
な
か
で
も
南
部
に
位
置
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
地
域
で
あ
る
。

（
3
3
）
　
ア
デ
ィ
・
ヌ
ゴ
ロ
の
伝
記
も
出
版
さ
れ
て
い
る
［
ω
o
①
げ
a
ご
お
o。
8
。

（
3
4
）
　
『
若
き
血
』
（
b
ミ
暮
ミ
o
a
Ω
」
O
曽
）
、
『
す
ば
ら
し
い
恋
愛
』
（
＞
。
。
ミ
Ω
ミ
遵
．
＆
3
お
8
）
の
二
作
品
。
ア
デ
ィ
・
ヌ
ゴ
ロ
の
文
体
、
言
語

　
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
デ
デ
・
ウ
ト
モ
（
U
＆
。
O
①
8
ヨ
o
）
氏
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。
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］
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